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当協会が実施する寄生虫検査は、糞便検査と蟯虫検査の二つに分けられ、学
校保健安全法に基づいて実施されている。平成６年の寄生虫予防法の廃止を
受け、義務付けの対象が幼稚園および小学校１～３年生に引き下げられて現
在に至っている。寄生虫対策には集団全体での駆虫と感染予防の衛生教育が
重要となる。当協会では有卵率０を目指して事業に取り組んでいる。

■実施状況
平成２１年度の糞便検査実施団体は、前年度と同じ
く１村の幼・保育園および教育委員会で、検査人
数は前年度より１８人減の１６８人であった。有卵数
は例年同様０であった（表１）。

蟯虫検査の実施団体は、幼・保育園４１団体、市町
村教育委員会２５団体、特別支援学校１７校であった。
検査人数は前年度より２，５２８人減の３６，５２６人で
あった。

年々減少している蟯虫検査の有卵者数は平成２１年
度１名であった（表２）。検査の対象は小学校低
学年が殆どであるが、学年別・性別に有意差は見
られなかった（表３）。

表１ 糞便検査総合成績

表３ 蟯虫卵検査学年別有卵率 （ ）内は％

寄生虫検査

■検査方法
糞 便 検 査：セロファン厚層塗抹法

（直接塗抹法）
蟯虫卵検査：セロファンテープ２回法

（１日１回２日連続採卵法）

表２ 蟯虫卵検査総合成績 （ ）内は％

区 分 検査人数 有卵者数

計 １６８ ０

幼・保育園 ６９ ０

小 学 校 ９９ ０

区 分 検査人数 有卵者数

計 ３６，５２６ １（０．００）

幼・保育園 ６，６２１ ０ （０）

小 学 校 ２９，４０６ １（０．００）

中 学 校 ３８ ０ （０）

特別支援学校 ４６１ ０ （０）

２度目以降 １ ０ －

区 分
計 男 女

検査人数 有卵者数 検査人数 有卵者数 検査人数 有卵者数

小

学

校

１年生 ８，１２０ １（０．０１） ４，１０９ ０ （０） ４，０１１ １（０．０２）

２年生 ８，４６１ ０ （０） ４，２５２ ０ （０） ４，２０９ ０ （０）

３年生 ８，６３３ ０ （０） ４，４４８ ０ （０） ４，１８５ ０ （０）

４年生 １，２０５ ０ （０） ６１５ ０ （０） ５９０ ０ （０）

５年生 １，４２７ ０ （０） ７１４ ０ （０） ７１３ ０ （０）

６年生 １，１９３ ０ （０） ５６４ ０ （０） ６２９ ０ （０）

特別支援学年 ３６７ ０ （０） ２１９ ０ （０） １４８ ０ （０）

小 計 ２９，４０６ １（０．００） １４，９２１ ０ （０） １４，４８５ １（０．０１）

中 学 １ 年 生 ３８ ０ （０） ２１ ０ （－） １７ ０ （－）
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＜参考＞ 平成２１年度日本寄生虫予防会支部別寄生虫検査成績

※全ての年代を対象としたものです。

支部名

糞 便 検 査 蟯 虫 卵 検 査

被検査

者数

陽性

者数

陽性率

（％）

虫 種 の 内 訳
被検査

者数

保卵

者数

保卵率

（％）

被後検

査者数
回虫

（％）

鞭虫

（％）

横川異形吸虫

（％）

東洋毛

様線虫

蟯

虫

そ
の
他

合 計 １６４，３５９ ５１ ０．０３ ７ ０．００ ２６ ０．０２ １６ ０．０１ ０ １ ２ ２，１７５，６５９ ４，５６６ ０．２１ １，０６４

岩 手 県 ２０１ ０ ０ ３６，６８３ １ ０．００ １

宮 城 県 １８５ ０ ０ ８８，１０４ ４ ０．００ ０

福 島 県 １９，７５０ １０ ０．０５ ０ ０ １０ ０．０５ ０ ０ ０ ０ ０ ８０，０１９ ６ ０．０１ ０

茨 城 県 ９２，６６９ ３９ ０．０４ １

栃 木 県 ７８，４１２ １２ ０．０２ ０

群 馬 県 ４０，３３８ ３ ０．０１ ０

埼 玉 県 １０９，１４２ ６６ ０．０６ ０

千 葉 県 ４，３８７ １ ０．０２ ０ ０ １ ０．０２ ０ ０ ０ ０ ０ ２１１，４５６ ６７ ０．０３ ０

東 京 都 ７，８１６ ２９ ０．３７ ７ ０．０９ ８ ０．１０ １３ ０．１７ ０ ０ ２ ７８，４８０ ２０２ ０．２６ １３１

神 奈 川 県 ４２ ０ ０ ２５２，１２０ ３６８ ０．１５ ２４

新 潟 県 ２３３ ０ ０ ５０，３８４ ５ ０．０１ ０

石 川 県 ２３，４１６ ０ ０ １０９，５６８ ７６４ ０．７０ ６８９

福 井 県 ２６，３３９ ６ ０．０２ ０ ０ ４ ０．０２ １ ０．００ ０ １ ０ ６６，７０２ １９３ ０．２９ ０

山 梨 県 ２４，６０９ ０ ０ ３１，７６５ ６ ０．０２ ０

長 野 県 ２２，５５３ １２ ０．０５ ０

静 岡 県 ９４２ ０ ０ １４３，４３０ １５５ ０．１１ ９

愛 知 県

（公衆保健協会） ５，９８０ ０ ０ ３２，４１１ １２８ ０．３９ ０

（名古屋公医研） １６，０４４ ０ ０ １１３，９０２ ６８ ０．０６ ４７

三 重 県 ７３１ ０ ０ ３４，１９７ １１ ０．０３ ０

滋 賀 県

京 都 府

大 阪 府 ３０，０２９ １９ ０．０６ １

兵 庫 県 ４５，８６４ １８ ０．０４ ０

鳥 取 県 ２，２０９ ０ ０ １５，３９３ １８ ０．１２ ０

島 根 県 ６，３１０ ２ ０．０３ ０ ０ ０ ０ ２ ０．０３ ０ ０ ０ １７，００１ １０６ ０．６２ １４

広 島 県 １，０２３ ０ ０ １２，４０７ ３９ ０．３１ ０

香 川 県

愛 媛 県 ５，７４７ １ ０．０２ ０ ０ １ ０．０２ ０ ０ ０ ０ ０ ４９，６６６ ９４ ０．１９ ０

高 知 県 ２，０１３ ２ ０．１０ ０ ０ ２ ０．１０ ０ ０ ０ ０ ０ ４２，１９５ ２０４ ０．４８ １００

福 岡 県 ６６３ ５ ０．７５ ０

長 崎 県 ７，３６７ １８４ ２．５０ ０

熊 本 県

宮 崎 県 １０３，２７１ ３４３ ０．３３ ０

鹿 児 島 県 ９ ０ ０ １，０７９ １０ ０．９３ ０

沖 縄 県 ３２９ ０ ０ ６４，４８７ １，３４８ ２．０９ ０
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一 次 検 査

二 次 検 査

蛋 白（ Ｅ ） 潜 血（ Ｏ ） 糖（ Ｚ ）

試験紙法 試験紙法 試験紙法

（－） （－）（－）（＋）以上 （＋）以上（＋）以上

スルホサリチル酸 別試験紙法

要二次検査

要精密検査

異常なし

（－）（＋）～（2＋）（3＋）以上 蛋白かつ潜血
（ 2＋）以上 （2＋）以上（－）（＋）

要二次検査要二次検査要二次検査

要精密検査

要二次検査要二次検査

異常なし 異常なし

蛋 白（ Ｅ ） 潜 血（ Ｏ ） 糖（ Ｚ ）

試験紙法 試験紙法 試験紙法

（－） （－）（－） （＋）以上（＋）以上 （＋）以上（＋）

スルホサリチル酸 別試験紙法

要精密検査

異常なし

（－） （＋） （＋）以上

（＋）以上（－）

異常なし 異常なし

＊：二次検査で蛋白または潜血（＋）以上の場合、尿沈渣の所見に関わらず要精密検査となる。

尿 沈 渣所見なし 所見あり

要精密検査

学校検尿は、腎疾患および糖尿病を早期発見し早期治療を図ることを目的に
学校保健安全法として義務付けられている検査である。平成４年度に尿糖検
査が加えられ、現在ではほとんどの学校で尿蛋白・尿潜血・尿糖の三項目を
実施している。当協会が岩手県内のほぼ全ての学校検尿を受け持っており、
限られた期間内において回収から結果報告まで迅速な対応を心掛けている。
さらには追跡調査の充実により検査精度の向上を図り、腎疾患や糖尿病の早
期発見と管理体制の確立に努めている。

■実施状況
平成２１年度の実施団体は、１９幼・保育園、３４市町
村教育委員会、１０４高等学校、１９特別支援学校、
１５各種学校および６短・大学であった。検査人数
は前年度より３，８９３人減の１５７，１２４人であった（表
１，２）。県内全ての学校において蛋白・潜血・糖
の三項目が実施されている。

幼・保育園から高等学校までの腎臓検査と糖尿病
検査の両方実施は、前年度より３，５２２人減の
１５５，５８４人であった。有所見者数は１，７３２人（有所
見率１．１％）であった。年代別にみると、幼・保
育園児０．３％、小学生０．７％、中学生１．４％、高校
生１．５％と年代が上がるにつれて上昇する傾向に
あった。また、有所見者のうち、要精密検査対象
者は８９９人で全体の０．６％であった（表１）。

成人判定を採用している各種学校と短・大学の実
施は前年度より６３人減の１，５４０人であった。有所
見者は７５人（有所見率４．９％）、このうち要精密検
査対象者は２０人で全体の１．３％であった（表２）。

■検査方法
自宅で採取した早朝尿を実施団体毎にまとめて当
協会が回収。尿自動分析装置を用い、腎臓検査は
尿蛋白・尿潜血を、糖尿病検査は尿糖の測定を行
う。検査は図１の流れ（日本学校保健会が推奨す
るシステム）に従って行う。

■尿沈渣判定基準

ＨＰＦ：強拡大視野 ＷＦ：全視野

尿 検 査

図１ 尿検査の流れ

所見項目 所見なし 所見あり
赤血球 ５以下/HPF ６以上/HPF
白血球 ４以下/HPF ５以上/HPF
硝子円柱 ４以下/WF ５以上/WF

その他の円柱 １以上/WF
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総合検査成績

表１ 蛋白・潜血・糖検査（幼・保育園～高等学校）

※ 判定保留：生理中で尿潜血（±）以上に適用

区 分

最 終 成 績 一 次 検

検査人数
有所見
者 数

有 所 見 内 訳
検査人数

有所見
者 数

項 目

要精密 要二次 経過観察 判定保留 蛋白陽性 潜血陽性

計
１５５，５８４ １，７３２ ８９９ ２５５ ４５３ １２５ １５５，５８４ ６，２５２ ３，１００ ２，３５７

（１．１） （０．６） （０．２） （０．３） （０．１） （４．０） （２．０） （１．５）

合 計 男
７９，７８８ ６０１ ３４５ ５２ ２０４ ０ ７９，７８８ ２，３４０ １，５２４ ４９７

（０．８） （０．４） （０．１） （０．３） （０） （２．９） （１．９） （０．６）

女
７５，７９６ １，１３１ ５５４ ２０３ ２４９ １２５ ７５，７９６ ３，９１２ １，５７６ １，８６０

（１．５） （０．７） （０．３） （０．３） （０．２） （５．２） （２．１） （２．５）

計
２，１３４ ６ ６ ０ ０ ０ ２，１３４ ２３ ５ １７

（０．３） （０．３） （０） （０） （０） （１．１） （０．２） （０．８）

幼・保育園 男
１，０６６ ２ ２ ０ ０ ０ １，０６６ ６ ２ ３

（０．２） （０．２） （０） （０） （０） （０．６） （０．２） （０．３）

女
１，０６８ ４ ４ ０ ０ ０ １，０６８ １７ ３ １４

（０．４） （０．４） （０） （０） （０） （１．６） （０．３） （１．３）

計
７２，７０１ ５２５ ３１５ １５ １９２ ３ ７２，７０１ １，７７０ ７８５ ７６７

（０．７） （０．４） （０．０） （０．３） （０．０） （２．４） （１．１） （１．１）

小 学 校 男
３７，２４８ １９２ １０８ １ ８３ ０ ３７，２４８ ５６０ ２３３ ２３７

（０．５） （０．３） （０．０） （０．２） （０） （１．５） （０．６） （０．６）

女
３５，４５３ ３３３ ２０７ １４ １０９ ３ ３５，４５３ １，２１０ ５５２ ５３０

（０．９） （０．６） （０．０） （０．３） （０．０） （３．４） （１．６） （１．５）

計
３８，７３１ ５２６ ３０３ ７４ １１１ ３８ ３８，７３１ ２，１２０ １，０９０ ７９２

（１．４） （０．８） （０．２） （０．３） （０．１） （５．５） （２．８） （２．０）

中 学 校 男
１９，７６６ １７９ １２０ １３ ４６ ０ １９，７６６ ８１８ ５８９ １４１

（０．９） （０．６） （０．１） （０．２） （０） （４．１） （３．０） （０．７）

女
１８，９６５ ３４７ １８３ ６１ ６５ ３８ １８，９６５ １，３０２ ５０１ ６５１

（１．８） （１．０） （０．３） （０．３） （０．２） （６．９） （２．６） （３．４）

計
４０，４６９ ６１８ ２５８ １５７ １２０ ８３ ４０，４６９ ２，２１１ １，１６３ ７４６

（１．５） （０．６） （０．４） （０．３） （０．２） （５．５） （２．９） （１．８）

高 等 学 校 男
２０，６９５ ２０４ １０５ ３８ ６１ ０ ２０，６９５ ８９５ ６６４ １０４

（１．０） （０．５） （０．２） （０．３） （０） （４．３） （３．２） （０．５）

女
１９，７７４ ４１４ １５３ １１９ ５９ ８３ １９，７７４ １，３１６ ４９９ ６４２

（２．１） （０．８） （０．６） （０．３） （０．４） （６．７） （２．５） （３．２）

計
１，５４９ ５７ １７ ９ ３０ １ １，５４９ １２８ ５７ ３５

（３．７） （１．１） （０．６） （１．９） （０．１） （８．３） （３．７） （２．３）
特 別 支 援
学 校

男
１，０１３ ２４ １０ ０ １４ ０ １，０１３ ６１ ３６ １２

（２．４） （１．０） （０） （１．４） （０） （６．０） （３．６） （１．２）

女
５３６ ３３ ７ ９ １６ １ ５３６ ６７ ２１ ２３

（６．２） （１．３） （１．７） （３．０） （０．２） （１２．５） （３．９） （４．３）
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（ ）内は％

査 成 績 二 次 検 査 成 績
別 内 訳

検査人数
有所見
者 数

項 目 別 内 訳
蛋白・潜血 糖陽性

判定保留 蛋白陽性 潜血陽性
蛋白・潜血 沈渣

有所見
糖陽性 判定保留

陽性 （＋） （＋＋）以上 陽性
３７９ １２９ １０７ １２５ ５，３６１ ８４０ ４７８ ４７８ １０８ ５７７ １８ ６８

（０．２） （０．１） （０．１） （０．１） （１５．７） （８．９） （８．９） （２．０） （１０．８） （０．３） （１．３）

１１０ ６１ ６３ ０ ２，０１４ ２７５ １８０ １５４ ２９ １９９ ８ ０

（０．１） （０．１） （０．１） （０） （１３．７） （８．９） （７．６） （１．４） （９．９） （０．４） （０）

２６９ ６８ ４４ １２５ ３，３４７ ５６５ ２９８ ３２４ ７９ ３７８ １０ ６８

（０．４） （０．１） （０．１） （０．２） （１６．９） （８．９） （９．７） （２．４） （１１．３） （０．３） （２．０）

０ １ ０ ０ ２３ ６ １ ６ ０ ６ ０ ０
（０） （０．０） （０） （０） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）
０ １ ０ ０ ６ ２ ０ ２ ０ ２ ０ ０

（０） （０．１） （０） （０） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

０ ０ ０ ０ １７ ４ １ ４ ０ ４ ０ ０
（０） （０） （０） （０） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）
７８ ３５ ２２ ３ １，５３３ ２８８ １３９ ２０１ ２１ ２１８ ５ ５

（０．１） （０．０） （０．０） （０．０） （１８．８） （９．１） （１３．１） （１．４） （１４．２） （０．３） （０．３）
２０ １５ １５ ０ ４６２ ９４ ３１ ６３ ８ ７４ ３ ０

（０．１） （０．０） （０．０） （０） （２０．３） （６．７） （１３．６） （１．７） （１６．０） （０．６） （０）

５８ ２０ ７ ３ １，０７１ １９４ １０８ １３８ １３ １４４ ２ ５
（０．２） （０．１） （０．０） （０．０） （１８．１） （１０．１） （１２．９） （１．２） （１３．４） （０．２） （０．５）
１３０ ３４ ２９ ３８ １，８８７ ２９３ ２０３ １３５ ４７ １８３ ６ ３１

（０．３） （０．１） （０．１） （０．１） （１５．５） （１０．８） （７．２） （２．５） （９．７） （０．３） （１．６）
３８ １３ １４ ０ ７３９ １００ ８５ ４６ １４ ６８ １ ０

（０．２） （０．１） （０．１） （０） （１３．５） （１１．５） （６．２） （１．９） （９．２） （０．１） （０）

９２ ２１ １５ ３８ １，１４８ １９３ １１８ ８９ ３３ １１５ ５ ３１
（０．５） （０．１） （０．１） （０．２） （１６．８） （１０．３） （７．８） （２．９） （１０．０） （０．４） （２．７）
１５８ ５７ ５０ ８３ １，８３１ ２３７ １２５ １２８ ３７ １５７ ７ ３１

（０．４） （０．１） （０．１） （０．２） （１２．９） （６．８） （７．０） （２．０） （８．６） （０．４） （１．７）
４９ ３１ ３１ ０ ７６１ ７０ ５８ ３６ ７ ４８ ４ ０

（０．２） （０．１） （０．１） （０） （９．２） （７．６） （４．７） （０．９） （６．３） （０．５） （０）

１０９ ２６ １９ ８３ １，０７０ １６７ ６７ ９２ ３０ １０９ ３ ３１
（０．６） （０．１） （０．１） （０．４） （１５．６） （６．３） （８．６） （２．８） （１０．２） （０．３） （２．９）
１３ ２ ６ １ ８７ １６ １０ ８ ３ １３ ０ １

（０．８） （０．１） （０．４） （０．１） （１８．４） （１１．５） （９．２） （３．４） （１４．９） （０） （１．１）
３ １ ３ ０ ４６ ９ ６ ７ ０ ７ ０ ０

（０．３） （０．１） （０．３） （０） （１９．６） （１３．０） （１５．２） （０） （１５．２） （０） （０）

１０ １ ３ １ ４１ ７ ４ １ ３ ６ ０ １
（１．９） （０．２） （０．６） （０．２） （１７．１） （９．８） （２．４） （７．３） （１４．６） （０） （２．４）
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表２ 蛋白・潜血・糖検査（各種・短・大学）

※ 各種学校、大学は成人の判定基準を適用

区 分

最 終 成 績 一 次 検

検査人数
有所見
者 数

有 所 見 内 訳
検査人数

有所見
者 数

項 目

要精密 要二次 軽度所見 判定保留 蛋白陽性 潜血陽性

計
１，５４０ ７５ ２０ ７ ３８ １０ １，５４０ １０１ ３０ ５４

（４．９） （１．３） （０．５） （２．５） （０．６） （６．６） （１．９） （３．５）

合 計 男
５２０ ２０ １０ １ ９ ０ ５２０ ２６ １０ １２

（３．８） （１．９） （０．２） （１．７） （０） （５．０） （１．９） （２．３）

女
１，０２０ ５５ １０ ６ ２９ １０ １，０２０ ７５ ２０ ４２

（５．４） （１．０） （０．６） （２．８） （１．０） （７．４） （２．０） （４．１）

計
１，１９２ ６１ １５ ６ ３２ ８ １，１９２ ８１ ２１ ４４

（５．１） （１．３） （０．５） （２．７） （０．７） （６．８） （１．８） （３．７）

各 種 学 校 男
４２３ １７ ８ １ ８ ０ ４２３ ２３ １０ ９

（４．０） （１．９） （０．２） （１．９） （０） （５．４） （２．４） （２．１）

女
７６９ ４４ ７ ５ ２４ ８ ７６９ ５８ １１ ３５

（５．７） （０．９） （０．７） （３．１） （１．０） （７．５） （１．４） （４．６）

計
３４８ １４ ５ １ ６ ２ ３４８ ２０ ９ １０

（４．０） （１．４） （０．３） （１．７） （０．６） （５．７） （２．６） （２．９）

短 ・ 大 学 男
９７ ３ ２ ０ １ ０ ９７ ３ ０ ３

（３．１） （２．１） （０） （１．０） （０） （３．１） （０） （３．１）

女
２５１ １１ ３ １ ５ ２ ２５１ １７ ９ ７

（４．４） （１．２） （０．４） （２．０） （０．８） （６．８） （３．６） （２．８）
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（ ）内は％

査 成 績 二 次 検 査 成 績
別 内 訳

検査人数
有所見
者 数

項 目 別 内 訳
蛋白・潜血 糖陽性

判定保留 蛋白陽性 潜血陽性
蛋白・潜血 沈渣

有所見
糖陽性 判定保留

陽性 （＋） （＋＋）以上 陽性
９ ０ ８ １０ ３９ １３ ４ ３ ６ １０ ０ １

（０．６） （０） （０．５） （０．６） （３３．３） （１０．３） （７．７） （１５．４） （２５．６） （０） （２．６）

１ ０ ３ ０ １３ ７ １ ２ ４ ７ ０ ０

（０．２） （０） （０．６） （０） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

８ ０ ５ １０ ２６ ６ ３ １ ２ ３ ０ １

（０．８） （０） （０．５） （１．０） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

８ ０ ８ ８ ２８ ８ １ ２ ５ ７ ０ １
（０．７） （０） （０．７） （０．７） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

１ ０ ３ ０ １１ ５ １ １ ３ ５ ０ ０
（０．２） （０） （０．７） （０） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

７ ０ ５ ８ １７ ３ ０ １ ２ ２ ０ １
（０．９） （０） （０．７） （１．０） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

１ ０ ０ ２ １１ ５ ３ １ １ ３ ０ ０
（０．３） （０） （０） （０．６） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

０ ０ ０ ０ ２ ２ ０ １ １ ２ ０ ０
（０） （０） （０） （０） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）

１ ０ ０ ２ ９ ３ ３ ０ ０ １ ０ ０
（０．４） （０） （０） （０．８） （－） （－） （－） （－） （－） （－） （－）
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尿検査追跡調査結果

■調査方法
一次および二次検査実施団体（幼・保育園除く）において、要精密検査対象者に対し、紹介状と返信用の
連絡票を同封、医療機関より精密検査成績を直接当協会宛に返送していただいた。また、すでに医療機関
で管理指導を受けている経過観察中の児童・生徒についても、検査の結果に関わらず連絡票等を送付して
医療機関より現在の状況を回答していただいた。

■実施状況
平成２１年度、当協会で尿検査を実施した総受診者数は１５３，４５０人（幼・保育園児除く）で、前年度に比べ２，０８７
人減少となった。追跡調査結果より、平成２１年度新たに４９人（０．０３％）が腎炎の診断を受け、２２人（０．０１
％）が糖尿病と診断された。経過観察者の診断結果と合わせると、１６９人が腎炎、８９人が糖尿病と診断さ
れた。

表１ 一次・二次検査結果（経過観察者除く）

表２ 経過観察者の一次検査結果 （ ）内は％

区 分

一 次 検 査

検査
人数

有 所 見 内 訳

計
要 二 次 検 査 要 精 密 検 査

計 蛋白 潜血 蛋白・潜血 計 蛋白 潜血 蛋白・潜血
計 １５３，０６７ ５，６１２（３．７） ５，５５０ ３，００７ ２，２１５ ３２８ ６２ ４８ ０ １４

合 計 男 ７８，５４９ ２，０４２（２．６） ２，０１３ １，４７４ ４５０ ８９ ２９ ２４ ０ ５

女 ７４，５１８ ３，５７０（４．８） ３，５３７ １，５３３ １，７６５ ２３９ ３３ ２４ ０ ９

計 ７２，５２９ １，５３５（２．１） １，５１３ ７５８ ６９９ ５６ ２２ １５ ０ ７
小 学 校 男 ３７，１７４ ４５５（１．２） ４４９ ２２４ ２１３ １２ ６ ３ ０ ３

女 ３５，３５５ １，０８０（３．１） １，０６４ ５３４ ４８６ ４４ １６ １２ ０ ４
計 ３８，６３６ １，９６６（５．１） １，９４６ １，０６７ ７５９ １２０ ２０ １７ ０ ３

中 学 校 男 １９，７２５ ７５０（３．８） ７４１ ５７６ １３２ ３３ ９ ９ ０ ０
女 １８，９１１ １，２１６（６．４） １，２０５ ４９１ ６２７ ８７ １１ ８ ０ ３
計 ４０，３７４ ２，０１５（５．０） １，９９５ １，１３１ ７２３ １４１ ２０ １６ ０ ４

高 等 学 校 男 ２０，６４７ ７９１（３．８） ７７７ ６４３ ９３ ４１ １４ １２ ０ ２
女 １９，７２７ １，２２４（６．２） １，２１８ ４８８ ６３０ １００ ６ ４ ０ ２
計 １，５２８ ９６（６．３） ９６ ５１ ３４ １１ ０ ０ ０ ０

特別支援学校 男 １，００３ ４６（４．６） ４６ ３１ １２ ３ ０ ０ ０ ０
女 ５２５ ５０（９．５） ５０ ２０ ２２ ８ ０ ０ ０ ０

区 分
一 次 検 査

検査
人数

有 所 見 内 訳 所見
なし計 蛋白 潜血 蛋白・潜血

計 ３８３ ２０２（５２．７） ４０ １２５ ３７ １８１

合 計 男 １７３ ８４（４８．６） ２４ ４４ １６ ８９

女 ２１０ １１８（５６．２） １６ ８１ ２１ ９２

計 １７２ ９５（５５．２） １２ ６８ １５ ７７
小 学 校 男 ７４ ３５（４７．３） ６ ２４ ５ ３９

女 ９８ ６０（６１．２） ６ ４４ １０ ３８
計 ９５ ４６（４８．４） ６ ３３ ７ ４９

中 学 校 男 ４１ １８（４３．９） ４ ９ ５ ２３
女 ５４ ２８（５１．９） ２ ２４ ２ ２６
計 ９５ ５２（５４．７） １６ ２３ １３ ４３

高 等 学 校 男 ４８ ２６（５４．２） ９ １１ ６ ２２
女 ４７ ２６（５５．３） ７ １２ ７ ２１
計 ２１ ９（４２．９） ６ １ ２ １２

特別支援学校 男 １０ ５（５０．０） ５ ０ ０ ５
女 １１ ４（３６．４） １ １ ２ ７
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【腎臓病検診】

■尿蛋白・尿潜血の検査成績
経過観察者を除く一次検査受診者１５３，０６７人のうち有所見者は５，６１２人、所見率は３．７％（男子２．６％、女
子４．８％）であった。小学生２．１％、中学生５．１％、高校生５．０％と小学生に比べ、中学生、高校生の所見が
高率であった。特別支援学校生は６．３％と小学生、中学生、高校生に比べ有意に高率な所見が認められた。
精密検査対象者は一次検査６２人と二次検査７４５人の計８０７人（０．５％）であった（表１）。

経過観察者は３８３人、総検査人数（１５３，４５０人）の０．２％であった。検査の結果２０２人に所見が認められ、有
所見率は全体で５２．７％（男子４８．６％、女子５６．２％）、年代別では小学生５５．２％、中学生４８．４％、高校生５４．７
％、特別支援校生４２．９％であった（表２）。

（ ）内は％

二 次 検 査

検査
人数

要 精 密 検 査

計 蛋白 潜血 蛋白・潜血
５，２４２ ７４５ ２８４ ３７３ ８８

１，９６５ ２６６ １０２ １３６ ２８

３，２７７ ４７９ １８２ ２３７ ６０

１，５０６ ２７５ ７９ １８０ １６
４４９ ９１ ２３ ６１ ７
１，０５７ １８４ ５６ １１９ ９
１，８６３ ２５６ １２１ ９６ ３９
７２９ ９９ ４６ ３９ １４
１，１３４ １５７ ７５ ５７ ２５
１，７８８ １９９ ７７ ９１ ３１
７４２ ６７ ２９ ３１ ７
１，０４６ １３２ ４８ ６０ ２４
８５ １５ ７ ６ ２
４５ ９ ４ ５ ０
４０ ６ ３ １ ２
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■追跡調査結果
一次検査及び二次検査で要精密検査と判定された８０７人について受診医療機関への追跡調査を行い、６７４人
の回答（回答率８３．５％）をいただいた。精密医療機関における診断名は腎炎が４９人で、内訳は慢性腎炎が
最も多く１５人、次いでIgA腎症１２人、紫斑病性腎炎５人、ネフローゼ症候群３人の順であった（表３）。

要精密検査者同様に、経過観察者３８３人について追跡調査を行い、３２４人の回答（回答率８４．６％）をいただ
いた。このうち１１２人（３４．６％）が腎炎と診断された。内訳は、ネフローゼ症候群が最も多く３５人、次い
でIgA腎症２２人、慢性腎炎２０人、紫斑病性腎炎１１人、急性腎炎７人、腎不全６人であった（表４）。

表３ 診断名内訳（経過観察者除く）

※ その他 ：糸球体腎炎３、メサンギウム増殖性糸球体腎炎１、膜性増殖性糸球体腎炎１、腎炎３、Ｃ３沈着症１
※※ 蛋白・血尿症候群：「腎炎の疑い」を含む

※※※ 微少血尿 ：「無症候性血尿」以外の血尿

表４ 経過観察者の診断名内訳

※ その他 ：糸球体腎炎２、巣状糸球体硬化症３、遺伝性腎炎１、尿細管間質性腎炎１、膜性腎症１、アルポート
症候群１、メサンギウム増殖性糸球体腎炎１、チアノーゼ性心疾患に伴う腎症１

※※ 蛋白・血尿症候群：「腎炎の疑い」を含む
※※※ 微少血尿 ：「無症候性血尿」以外の血尿

（ ）内は％

（ ）内は％

区 分

回

答

総

数

腎 炎 蛋
白
・
血
尿
症
候
群
※
※

無
症
候
性
血
尿

微
少
血
尿
※
※
※

無
症
候
性
蛋
白
尿

白
血
球
・
細
菌
尿

そ
の
他

異
常
な
し

計

ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群

Ｉ
ｇ
Ａ
腎
症

紫
斑
病
性
腎
炎

慢
性
腎
炎

急
性
腎
炎

腎
不
全

そ
の
他
※

計 ６７４ ４９ ３ １２ ５ １５ ５ ０ ９ ４１ １３８ ４７ １４１ ９ ２８ ２２１

小 学 校 ２６７ １６ １ ３ ３ ３ ３ ３ １３ ７４ ２９ ４２ ３ ８ ８２

中 学 校 ２３４ １３ １ ３ ２ ２ ２ ３ １７ ３９ １１ ６５ ３ ８ ７８

高 等 学 校 １５９ １９ １ ６ ９ ３ １０ ２４ ７ ３２ ３ １１ ５３

特別支援学校 １４ １ １ １ １ ２ １ ８

区 分

回

答

総

数

腎 炎 蛋
白
・
血
尿
症
候
群
※
※

無
症
候
性
血
尿

微
少
血
尿
※
※
※

無
症
候
性
蛋
白
尿

白
血
球
・
細
菌
尿

そ
の
他

異
常
な
し

ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群

Ｉ
ｇ
Ａ
腎
症

紫
斑
病
性
腎
炎

慢
性
腎
炎

急
性
腎
炎

腎
不
全

そ
の
他
※

計 ３２４ ３５ ２２ １１ ２０ ７ ６ １１ ９ ８７ １４ ３９ ０ ３４ ２９

小 学 校 １５１ ２０ ８ ８ ２ ６ ４ １ ５ ５４ １０ ８ １５ １０

中 学 校 ７４ ７ ３ １ ４ １ ４ ２ ２０ ４ １４ ５ ９

高 等 学 校 ７９ ６ １１ １ ９ ２ ４ ２ １１ １５ １０ ８

特別支援学校 ２０ ２ １ ５ ２ ２ ２ ４ ２
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■検査項目別腎炎診断率
所見のあった検査項目を年代別に腎炎と診断された割合を表にした（表５）。これをみると、蛋白単独陽
性４．５％、潜血単独陽性５．１％、蛋白・潜血両者陽性１４．７％と、蛋白・潜血両者陽性の場合に腎炎と診断さ
れる割合が高いことがわかった。

同様に経過観察者の腎炎診断率をみると、蛋白・潜血両者陽性５１．４％、蛋白単独陽性４５．０％、潜血単独陽
性１１．２％であった（表６）。

表５ 項目別腎炎診断率（経過観察者除く）

＊「腎炎の疑い」は含まれません。

表６ 経過観察者の項目別腎炎診断率

＊「腎炎の疑い」は含まれません。

（ ）内は％

（ ）内は％

内 訳
合 計 蛋 白 潜 血 蛋白・潜血

件 数 腎 炎 陽性者 腎 炎 陽性者 腎 炎 陽性者 腎炎

計 ８０７ ４９（６．１） ３３２ １５（４．５） ３７３ １９（５．１） １０２ １５（１４．７）

合 計 男 ２９５ ３０（１０．２） １２６ ９（７．１） １３６ １１（８．１） ３３ １０（３０．３）

女 ５１２ １９（３．７） ２０６ ６（２．９） ２３７ ８（３．４） ６９ ５（７．２）

計 ２９７ １６（５．４） ９４ １（１．１） １８０ ７（３．９） ２３ ８（３４．８）

小 学 校 男 ９７ １１（１１．３） ２６ １（３．８） ６１ ５（８．２） １０ ５（５０．０）

女 ２００ ５（２．５） ６８ ０ １１９ ２（１．７） １３ ３（２３．１）

計 ２７６ １３（４．７） １３８ ４（２．９） ９６ ４（４．２） ４２ ５（１１．９）

中 学 校 男 １０８ ９（８．３） ５５ ３（５．５） ３９ ２（５．１） １４ ４（２８．６）

女 １６８ ４（２．４） ８３ １（１．２） ５７ ２（３．５） ２８ １（３．６）

計 ２１９ １９（８．７） ９３ １０（１０．８） ９１ ７（７．７） ３５ ２（５．７）

高 等 学 校 男 ８１ ９（１１．１） ４１ ５（１２．２） ３１ ３（９．７） ９ １（１１．１）

女 １３８ １０（７．２） ５２ ５（９．６） ６０ ４（６．７） ２６ １（３．８）

計 １５ １（６．７） ７ ０ ６ １（１６．７） ２ ０

特別支援学校 男 ９ １（１１．１） ４ ０ ５ １（２０．０） ０ ０

女 ６ ０ ３ ０ １ ０ ２ ０

内 訳
合 計 蛋 白 潜 血 蛋白・潜血

件 数 腎 炎 陽性者 腎 炎 陽性者 腎 炎 陽性者 腎 炎

計 ２０２ ５１（２５．２） ４０ １８（４５．０） １２５ １４（１１．２） ３７ １９（５１．４）

合 計 男 ８４ ２９（３４．５） ２４ １３（５４．２） ４４ ７（１５．９） １６ ９（５６．３）

女 １１８ ２２（１８．６） １６ ５（３１．３） ８１ ７（８．６） ２１ １０（４７．６）

計 ９５ １７（１７．９） １２ ４（３３．３） ６８ ５（７．４） １５ ８（５３．３）

小 学 校 男 ３５ ９（２５．７） ６ ３（５０．０） ２４ ３（１２．５） ５ ３（６０．０）

女 ６０ ８（１３．３） ６ １（１６．７） ４４ ２（４．５） １０ ５（５０．０）

計 ４６ ９（１９．６） ６ ２（３３．３） ３３ ４（１２．１） ７ ３（４２．９）

中 学 校 男 １８ ４（２２．２） ４ １（２５．０） ９ １（１１．１） ５ ２（４０．０）

女 ２８ ５（１７．９） ２ １（５０．０） ２４ ３（１２．５） ２ １（５０．０）

計 ５２ １９（３６．５） １６ ８（５０．０） ２３ ５（２１．７） １３ ６（４６．２）

高 等 学 校 男 ２６ １２（４６．２） ９ ５（５５．６） １１ ３（２７．３） ６ ４（６６．７）

女 ２６ ７（２６．９） ７ ３（４２．９） １２ ２（１６．７） ７ ２（２８．６）

計 ９ ６（６６．７） ６ ４（６６．７） １ ０ ２ ２（１００．０）

特別支援学校 男 ５ ４（８０．０） ５ ４（８０．０） ０ ０ ０ ０

女 ４ ２（５０．０） １ ０ １ ０ ２ ２（１００．０）
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【糖尿病検診】

■尿糖の検査成績
糖尿病検診（尿糖検査）の一次検査受診者数は１５３，３７７人、うち有所見者数は１９８人で所見率は０．１３％（男
子０．１３％、女子０．１３％）であった。年代別に有所見率をみると、小学生０．０６％、中学生０．１３％、高校生０．２３
％と学年が進むにつれて上昇していた。特別支援校生の所見率は小、中、高校生の所見率に比べ、やや高
い傾向が認められた。精密検査対象者数は一次検査７５人と二次検査１４人、計８９人（０．０６％）であった。年
代別では、小学生１９人（０．０３％）中学生２６人（０．０７％）、高校生４１人（０．１０％）、特別支援校生３人（０．２
％）であった（表７）。

糖尿病検診の経過観察者は７３人で、総検査人数１５３，４５０人の０．０５％でした。一次検査の結果、３９人に所見
が認められ、所見率は５３．４％（男子６７．２％、女子４２．９％）、学校別では小学生５０．０％、中学生５８．８％、高
校生５９．３％、特別支援校生３３．３％であった（表８）。

表７ 一次・二次検査結果（経過観察者除く）

表８ 一次検査結果（経過観察者のみ） （ ）内は％

（ ）内は％

区 分
一 次 検 査 二 次 検 査

検査人数
有 所 見 者 数

検査人数 要精密検査
計 要二次検査 要精密検査

計 １５３，３７７ １９８（０．１３） １２３（０．０８） ７５ １１６ １４

合 計 男 ７８，６９１ １０１（０．１３） ５６（０．０７） ４５ ５０ ６

女 ７４，６８６ ９７（０．１３） ６７（０．０９） ３０ ６６ ８

計 ７２，６８１ ４７（０．０６） ３３（０．０５） １４ ２９ ５
小 学 校 男 ３７，２３９ ２３（０．０６） １４（０．０４） ９ １１ ３

女 ３５，４４２ ２４（０．０７） １９（０．０５） ５ １８ ２
計 ３８，７１４ ５２（０．１３） ３１（０．０８） ２１ ３１ ５

中 学 校 男 １９，７６１ ２３（０．１２） １２（０．０６） １１ １２ １
女 １８，９５３ ２９（０．１５） １９（０．１０） １０ １９ ４
計 ４０，４４２ ９４（０．２３） ５７（０．１４） ３７ ５４ ４

高 等 学 校 男 ２０，６８２ ５３（０．２６） ２９（０．１４） ２４ ２６ ２
女 １９，７６０ ４１（０．２１） ２８（０．１４） １３ ２８ ２
計 １，５４０ ５（０．３２） ２（０．１３） ３ ２ ０

特別支援学校 男 １，００９ ２（０．２０） １（０．１０） １ １ ０
女 ５３１ ３（０．５６） １（０．１９） ２ １ ０

区 分
一 次 検 査

経過観察者数 所見あり 所見なし
計 ７３ ３９（５３．４） ３４（４６．６）

合 計 男 ３１ ２１（６７．７） １０（３２．８）

女 ４２ １８（４２．９） ２４（５７．１）

計 ２０ １０（５０．０） １０（５０．０）
小 学 校 男 ９ ７（７７．８） ２（２２．２）

女 １１ ３（２７．３） ８（７２．７）
計 １７ １０（５８．８） ７（４１．２）

中 学 校 男 ５ ３（６０．０） ２（４０．０）
女 １２ ７（５８．３） ５（４１．６）
計 ２７ １６（５９．３） １１（４０．７）

高 等 学 校 男 １３ ９（６９．２） ４（３０．８）
女 １４ ７（５０．０） ７（５０．０）
計 ９ ３（３３．３） ６（６６．７）

特別支援学校 男 ４ ２（５０．０） ２（５０．０）
女 ５ １（２０．０） ４（８０．０）
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■追跡調査結果
一次検査及び二次検査で要精密検査と判定された８９人について診断名等の追跡調査を行ったところ、７３人
について医療機関からの回答（回答率８２．０％）をいただいた。新たに２２人（０．０１％）が糖尿病と診断され、
このうち１型糖尿病が５人、２型糖尿病が１１人であった。２型糖尿病の割合が小学生、中学生、高校生と
年代が上がるとともに増加する傾向が認められた（表９）。

経過観察者７３人のうち６９人の回答（回答率９４．５％）をいただき、６５人（９４．２％）が糖尿病と診断された。
このうち１型糖尿病は３７人（小学生１６人、中学生１０人、高校生９人、特別支援高生２人）、２型糖尿病は
２４人（小学生１人、中学生５人、高校生１３人、特別支援高生５人）、型別不明は４人であった（表９）。

表９ 診断名内訳（経過観察者除く）

表１０ 経過観察者の診断名内訳

（ ）内は％

（ ）内は％

区 分

回

答

総

数

糖 尿 病 耐
糖
能
異
常

一
過
性
糖
尿

腎
性
糖
尿

そ
の
他

異
常
な
し

小
計

糖
尿
病

１
型
糖
尿
病

２
型
糖
尿
病

計 ７３ ２２ ６ ５ １１ ５ ３ １９ ２ ２２

小 学 校 １７ ２ ０ ２ ０ １ ０ ９ ０ ５

中 学 校 ２２ ７ １ ２ ４ ０ １ ５ １ ８

高 等 学 校 ３２ １２ ５ ０ ７ ３ ２ ５ １ ９

特別支援学校 ２ １ ０ １ ０ １ ０ ０ ０ ０

区 分

回

答

総

数

糖 尿 病 耐
糖
能
異
常

一
過
性
糖
尿

腎
性
糖
尿

そ
の
他

異
常
な
し

小
計

糖
尿
病

１
型
糖
尿
病

２
型
糖
尿
病

計 ６９ ６５ ４ ３７ ２４ １ ０ １ ２ ０

小 学 校 ２０ １８ １ １６ １ １ ０ ０ １ ０

中 学 校 １５ １５ ０ １０ ５ ０ ０ ０ ０ ０

高 等 学 校 ２６ ２４ ２ ９ １３ ０ ０ １ １ ０

特別支援学校 ８ ８ １ ２ ５ ０ ０ ０ ０ ０
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学校保健安全法に基づき、心臓疾患の早期発見と心臓突然死の予防を目的と
して昭和４７年度より心電図検査を取り入れた心臓検診を実施している。検査
の義務付けとなる小学校・中学校・高等学校の各１年生を対象としている他、
小学校においては中間学年である４年生を追加するなど、複数学年での心臓
検診の実施や心音図との併用実施を呼びかけてきた。現在、一次検診の心電
図読影を行った循環器専門医が引続き二次検診の診察を担当するなど、精度
の高い検診を実施している。

■実施状況
平成２１年度の実施団体は、３５市町村教育委員会、９７
高等学校、１９特別支援学校、３各種学校他、４短・
大学であった。検査人数は前年度より１，３９９人減の
４１，２７１人であった（表１，５）。なお、他の実施項目
（血圧以外）と合わせて総合判定を持つ団体につい
ては、学生健診の項にて記載している。

検査人数の内訳はＡ方式３９，７４１人、Ｂ方式１２１人、
Ｃ方式１，４０９人であった。心電図・心音図の併用実
施の人数は前年度より７０１人減の１７，１５７人であった
（表１）。一部の市町村小・中学校および高等学校
において血圧検査も同時に実施している。

全体の９６．３％にあたるA方式検査人数３９，７４１人のう
ち、二次検査対象となったのは２，４９７人（６．３％）、
このうち三次検査対象者は６２人（２．５％）であった
（表３）。

小・中学校において、半数にあたる１８団体が複数学
年を対象として心電図検査を実施しており、そのほ
とんど（１７団体）が心音図検査を併用している（表
２）。小学校中間学年（４年）で検診を追加し、不
整脈や心電図異常を早期に発見することはとても重
要なことである。今後も心音図との併用、特に複数
学年による併用実施の重要性を強く呼びかけていき
たい。

心臓検診

■検診方法
一次検診：調査票・標準１２ 誘導心電図検査・

（依頼により）２点心音図検査を追加
二次検診：専門医による聴診と所見により心電

図検査、簡易運動負荷試験、心エコー
図検査を実施

Ａ 方 式：一次検査から二次検査まで実施
Ｂ 方 式：校医が抽出した対象学年以外の生徒

に対して二次検診のみ実施
Ｃ 方 式：一次検診のみ当協会で実施し、二次

検診は医師会などで独自に実施

※Ａ・Ｂ方式で精密検査（三次検診）が必要と
された児童生徒には管理指導票を発行し追跡
調査を行っている。

■判定基準
※血圧基準値 （単位：mmHg）

注：基準値以上のとき血圧有所見者と判定

区 分 聴 診 心電図

二
次
検
診

異 常 な し
処 置 不 要 専門医の判定

による
専門医の判定
による要経過観察

要 三 次

区 分 最高血圧 最低血圧
小 学 生 男・女 １３５ ８０

中 学 生
男 １４０ ８０
女 １３５ ８０

高 校 生
男 １４５ ８５
女 １４０ ８５

区 分 血 圧 心電図 心音図 調 査 票

一
次
検
診

異 常 な し ※血圧基準値参照 医師の判断による
処 置 不 要

小児循環器学
会の基準によ
る

小児循環器学
会の基準によ
る

既往歴があって管理不要とされているもの
要 二 次 ※血圧基準値参照 医師の判断による
要経過観察 すでに医療機関で管理を受けているもの
要 三 次 ※血圧基準値参照
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心 臓 検 診 の 流 れ

Ａ
方
式

Ｃ
方
式

Ｂ
方
式

異常なし（０）

異常なし（０）

処置不要（１a）

処置不要（１a）

専 門 医 の 聴 診

（心 電 図 検 査）

（簡易運動負荷試験）

（心 エ コ ー 図 検 査）

一 次 検 診

二 次 検 診

〈二次検診判定〉

心 電 図 検 査

問 診

（ 心 音 図 ）

（ 血 圧 ）

専 門 医 の 読 影

〈一次検診判定〉

要二次検診（２）

←管理指導

要経過観察（１b）

専門医療機関

要経過観察（１b）

要三次検診（３）

（連絡票回収）

追跡調査

要三次検診（３）

当協会

学 校 医

養護教諭

保 護 者
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表１ 項目別件数

表３ 一次・二次検診成績（A方式）

表３‐１ 心電図・心音図・問診・血圧検査成績

※ 二次検診対象者は、一次検診で要二次検査の判定を受けたもの。また、最終成績および一次検診成績の有所見者には、血圧の有所

区 分 合 計

一次・二次実施数 一次のみ実施数

計

項目別内訳

計

項目別内訳

心電図

心音図
心電図

心電図

心音図
心電図

合 計 ４１，１５０ ３９，７４１ １６，２２１ ２３，５２０ １，４０９ ９３６ ４７３

小 学 校 １３，９７２ １３，４４９ ８，５４５ ４，９０４ ５２３ ５０７ １６

中 学 校 １２，９７６ １２，６３３ ７，４８３ ５，１５０ ３４３ ３１７ ２６

高 等 学 校 １３，５５２ １３，０３５ １９３ １２，８４２ ５１７ １１２ ４０５

特別支援学校等 ４６６ ４６６ ４６６

各 種 学 校 ２６ ０ ２６ ２６

短 期 大 学 １５８ １５８ １５８

区 分

最 終 成 績

検査人数
有所見

者 数

有 所 見 内 訳

検査人数
有所見

者 数

有 所 見 内 訳

処置

不要

要経過

観 察

要二次

検 診

要三次

検 診

処置

不要

要経過

観 察

要二次

検 診

要三次

検 診

計
１６，２２１ １，７２４ １，４３９ １８２ ４ ９９ １６，２２１ ２，１６０ ６６２ １８２ １，２４２ ７４

（１０．６） （８．９） （１．１） （０．０） （０．６） （１３．３） （４．１） （１．１） （７．７） （０．５）

合 計 男
８，２３３ ９２９ ７８６ ８９ １ ５３ ８，２３３ １，１７６ ３２２ ８９ ７２４ ４１

（１１．３） （９．５） （１．１） （０．０） （０．６） （１４．３） （３．９） （１．１） （８．８） （０．５）

女
７，９８８ ７９５ ６５３ ９３ ３ ４６ ７，９８８ ９８４ ３４０ ９３ ５１８ ３３

（１０．０） （８．２） （１．２） （０．０） （０．６） （１２．３） （４．３） （１．２） （６．５） （０．４）

計
８，５４５ ８２５ ６７５ １０７ ４ ３９ ８，５４５ ９７８ ３０９ １０７ ５３５ ２７

（９．７） （７．９） （１．３） （０．０） （０．５） （１１．４） （３．６） （１．３） （６．３） （０．３）

小 学 校 男
４，２９５ ４４５ ３６７ ５８ １ １９ ４，２９５ ５３２ １５０ ５８ ３１１ １３

（１０．４） （８．５） （１．４） （０．０） （０．４） （１２．４） （３．５） （１．４） （７．２） （０．３）

女
４，２５０ ３８０ ３０８ ４９ ３ ２０ ４，２５０ ４４６ １５９ ４９ ２２４ １４

（８．９） （７．２） （１．２） （０．１） （０．５） （１０．５） （３．７） （１．２） （５．３） （０．３）

計
７，４８３ ８７０ ７３７ ７３ ０ ６０ ７，４８３ １，１５１ ３３９ ７３ ６９２ ４７

（１１．６） （９．８） （１．０） （０） （０．８） （１５．４） （４．５） （１．０） （９．２） （０．６）

中 学 校 男
３，８２８ ４７０ ４０５ ３１ ０ ３４ ３，８２８ ６３０ １６５ ３１ ４０６ ２８

（１２．３）（１０．６） （０．８） （０） （０．９） （１６．５） （４．３） （０．８）（１０．６） （０．７）

女
３，６５５ ４００ ３３２ ４２ ０ ２６ ３，６５５ ５２１ １７４ ４２ ２８６ １９

（１０．９） （９．１） （１．１） （０） （０．７） （１４．３） （４．８） （１．１） （７．８） （０．５）

計
１９３ ２９ ２７ ２ ０ ０ １９３ ３１ １４ ２ １５ ０

（１５．０）（１４．０） （１．０） （０） （０） （１６．１） （７．３） （１．０） （７．８） （０）

高等学校 男
１１０ １４ １４ ０ ０ ０ １１０ １４ ７ ０ ７ ０

（１２．７）（１２．７） （０） （０） （０） （１２．７） （６．４） （０） （６．４） （０）

女
８３ １５ １３ ２ ０ ０ ８３ １７ ７ ２ ８ ０

（１８．１）（１５．７） （２．４） （０） （０） （２０．５） （８．４） （２．４） （９．６） （０）
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見者は含まれていない。

表２ 対象学年別実施団体数

＊重複する教育委員会あり

（ ）内は％

一 次 検 診 成 績 二 次 検 診 成 績

項 目 別 成 績

検査人数
有所見

者 数

有 所 見 内 訳

血 圧 心電図 心音図 問 診
処置

不要

要経過

観 察

要三次

検 診
検査

人数

有所見

者 数

検査

人数

有所見

者 数

検査

人数

有所見

者 数

検査

人数

有所見

者 数

２，７６８ １２ １６，２２１ ８５２ １６，２２１ ５０７ １６，２２１ １，１５４ １，２３８ ８０２ ７７７ ０ ２５

（０．４） （５．３） （３．１） （７．１） （６４．８） （６２．８） （０） （２．０）

１，４０６ ７ ８，２３３ ５０４ ８，２３３ ３０６ ８，２３３ ５７１ ７２３ ４７６ ４６４ ０ １２

（０．５） （６．１） （３．７） （６．９） （６５．８） （６４．２） （０） （１．７）

１，３６２ ５ ７，９８８ ３４８ ７，９８８ ２０１ ７，９８８ ５８３ ５１５ ３２６ ３１３ ０ １３

（０．４） （４．４） （２．５） （７．３） （６３．３） （６０．８） （０） （２．５）

１８０ ２ ８，５４５ ４１７ ８，５４５ １５１ ８，５４５ ５４２ ５３１ ３７８ ３６６ ０ １２

（１．１） （４．９） （１．８） （６．３） （７１．２） （６８．９） （０） （２．３）

８７ ２ ４，２９５ ２４０ ４，２９５ ９４ ４，２９５ ２７４ ３１０ ２２３ ２１７ ０ ６

（２．３） （５．６） （２．２） （６．４） （７１．９） （７０．０） （０） （１．９）

９３ ０ ４，２５０ １７７ ４，２５０ ５７ ４，２５０ ２６８ ２２１ １５５ １４９ ０ ６

（０） （４．２） （１．３） （６．３） （７０．１） （６７．４） （０） （２．７）

２，３９５ ９ ７，４８３ ４２１ ７，４８３ ３５２ ７，４８３ ５９２ ６９２ ４１１ ３９８ ０ １３

（０．４） （５．６） （４．７） （７．９） （５９．４） （５７．５） （０） （１．９）

１，２０９ ４ ３，８２８ ２５７ ３，８２８ ２１０ ３，８２８ ２８９ ４０６ ２４６ ２４０ ０ ６

（０．３） （６．７） （５．５） （７．５） （６０．６） （５９．１） （０） （１．５）

１，１８６ ５ ３，６５５ １６４ ３，６５５ １４２ ３，６５５ ３０３ ２８６ １６５ １５８ ０ ７

（０．４） （４．５） （３．９） （８．３） （５７．７） （５５．２） （０） （２．４）

１９３ １ １９３ １４ １９３ ４ １９３ ２０ １５ １３ １３ ０ ０

（０．５） （７．３） （２．１） （１０．４） （－） （－） （－） （－）

１１０ １ １１０ ７ １１０ ２ １１０ ８ ７ ７ ７ ０ ０

（０．９） （６．４） （１．８） （７．３） （－） （－） （－） （－）

８３ ０ ８３ ７ ８３ ２ ８３ １２ ８ ６ ６ ０ ０

（０） （８．４） （２．４） （１４．５） （－） （－） （－） （－）

対 象 学 年 教育委員会数

一次・二次実施数 一次のみ実施数

心電図

心音図
心電図

心電図

心音図
心電図

計（小～中学校） ３６ ２７ ８ １

小学１年生 中学１年生 １７ １１＊ ６＊

小学１・４年生 中学１年生 １８ １６ １ １

小学１・５・６年生 中学１・２・３年生 １ １

（ 高 等 学 校 ） （学校数）

高校１年生 ９７ ４ ９０ １ ２
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表３‐２ 心電図・問診・血圧検査成績

※ 二次検診対象者は、一次検診で要二次検査の判定を受けたもの。また、最終成績および一次検診成績の有所見者には、血圧の有所

区 分

最 終 成 績

検査人数
有所見

者 数

有 所 見 内 訳

検査人数
有所見

者 数

有 所 見 内 訳

処置

不要

要経過

観 察

要二次

検 診

要三次

検 診

処置

不要

要経過

観 察

要二次

検 診

要三次

検 診

計
２３，５２０ ２，３７３ １，８９３ ２８５ ９ １８６ ２３，５２０ ２，８２７ １，１４１ ２８２ １，２５５ １４９

（１０．１） （８．０） （１．２） （０．０） （０．８） （１２．０） （４．９） （１．２） （５．３） （０．６）

合 計 男
１２，３２１ １，３９６ １，１４２ １４９ ６ ９９ １２，３２１ １，６４９ ６３３ １４６ ７９４ ７６

（１１．３） （９．３） （１．２） （０．０） （０．８） （１３．４） （５．１） （１．２） （６．４） （０．６）

女
１１，１９９ ９７７ ７５１ １３６ ３ ８７ １１，１９９ １，１７８ ５０８ １３６ ４６１ ７３

（８．７） （６．７） （１．２） （０．０） （０．８） （１０．５） （４．５） （１．２） （４．１） （０．７）

計
４，９０４ ３７７ ２８７ ６６ ３ ２１ ４，９０４ ４８９ １５６ ６６ ２５２ １５

（７．７） （５．９） （１．３） （０．１） （０．４） （１０．０） （３．２） （１．３） （５．１） （０．３）

小 学 校 男
２，５２９ ２０８ １６４ ３３ ２ ９ ２，５２９ ２７０ ８３ ３３ １４８ ６

（８．２） （６．５） （１．３） （０．１） （０．４） （１０．７） （３．３） （１．３） （５．９） （０．２）

女
２，３７５ １６９ １２３ ３３ １ １２ ２，３７５ ２１９ ７３ ３３ １０４ ９

（７．１） （５．２） （１．４） （０．０） （０．５） （９．２） （３．１） （１．４） （４．４） （０．４）

計
５，１５０ ４５２ ３６６ ４０ ２ ４４ ５，１５０ ５５１ ２２０ ３７ ２６２ ３２

（８．８） （７．１） （０．８） （０．０） （０．９） （１０．７） （４．３） （０．７） （５．１） （０．６）

中 学 校 男
２，６７２ ２７０ ２１８ ２７ １ ２４ ２，６７２ ３１７ １２４ ２４ １５１ １８

（１０．１） （８．２） （１．０） （０．０） （０．９） （１１．９） （４．６） （０．９） （５．７） （０．７）

女
２，４７８ １８２ １４８ １３ １ ２０ ２，４７８ ２３４ ９６ １３ １１１ １４

（７．３） （６．０） （０．５） （０．０） （０．８） （９．４） （３．９） （０．５） （４．５） （０．６）

計
１２，８４２ １，４４６ １，１８５ １４１ ３ １１７ １２，８４２ １，６７２ ７２５ １４１ ７０７ ９９

（１１．３） （９．２） （１．１） （０．０） （０．９） （１３．０） （５．６） （１．１） （５．５） （０．８）

高等学校 男
６，７４１ ８６２ ７２８ ６９ ２ ６３ ６，７４１ ９９７ ４０３ ６９ ４７５ ５０

（１２．８）（１０．８） （１．０） （０．０） （０．９） （１４．８） （６．０） （１．０） （７．０） （０．７）

女
６，１０１ ５８４ ４５７ ７２ １ ５４ ６，１０１ ６７５ ３２２ ７２ ２３２ ４９

（９．６） （７．５） （１．２） （０．０） （０．９） （１１．１） （５．３） （１．２） （３．８） （０．８）

計
４６６ ８１ ４０ ３７ １ ３ ４６６ ９２ ２９ ３７ ２３ ３

（１７．４） （８．６） （７．９） （０．２） （０．６） （１９．７） （６．２） （７．９） （４．９） （０．６）

特別支援

学 校
男

２９５ ４５ ２３ １９ １ ２ ２９５ ５０ １８ １９ １１ ２

（１５．３） （７．８） （６．４） （０．３） （０．７） （１６．９） （６．１） （６．４） （３．７） （０．７）

女
１７１ ３６ １７ １８ ０ １ １７１ ４２ １１ １８ １２ １

（２１．１） （９．９）（１０．５） （０） （０．６） （２４．６） （６．４）（１０．５） （７．０） （０．６）

計
１５８ １７ １５ １ ０ １ １５８ ２３ １１ １ １１ ０

（１０．８） （９．５） （０．６） （０） （０．６） （１４．６） （７．０） （０．６） （７．０） （０）

短期大学 男
８４ １１ ９ １ ０ １ ８４ １５ ５ １ ９ ０

（１３．１）（１０．７） （１．２） （０） （１．２） （１７．９） （６．０） （１．２）（１０．７） （０）

女
７４ ６ ６ ０ ０ ０ ７４ ８ ６ ０ ２ ０

（８．１） （８．１） （０） （０） （０） （１０．８） （８．１） （０） （２．７） （０）
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見者は含まれていない。

（ ）内は％

一 次 検 診 成 績 二 次 検 診 成 績

項 目 別 成 績

検査人数
有所見

者 数

有 所 見 内 訳

血 圧 心電図 心音図 問 診
処置

不要

要経過

観 察

要三次

検 診
検査

人数

有所見

者 数

検査

人数

有所見

者 数

検査

人数

有所見

者 数

検査

人数

有所見

者 数

１３，８２１ １１１ ２３，５２０ １，３００ ２３，５２０ １，８５６ １，２４６ ７９２ ７５２ ０ ３７

（０．８） （５．５） （７．９） （６３．６） （６０．４） （０） （３．０）

７，１６１ ７０ １２，３２１ ８２９ １２，３２１ １，０２１ ７８８ ５３２ ５０９ ０ ２３

（１．０） （６．７） （８．３） （６７．５） （６４．６） （０） （２．９）

６，６６０ ４１ １１，１９９ ４７１ １１，１９９ ８３５ ４５８ ２６０ ２４３ ０ １４

（０．６） （４．２） （７．５） （５６．８） （５３．１） （０） （３．１）

４，９０４ ２１２ ４，９０４ ３０９ ２４９ １３７ １３１ ０ ８

（４．３） （６．３） （５５．０） （５２．６） （０） （３．２）

２，５２９ １１９ ２，５２９ １６６ １４６ ８４ ８１ ０ ３

（４．７） （６．６） （５７．５） （５５．５） （０） （２．１）

２，３７５ ９３ ２，３７５ １４３ １０３ ５３ ５０ ０ ３

（３．９） （６．０） （５１．５） （４８．５） （０） （２．９）

１，００７ ８ ５，１５０ ２６９ ５，１５０ ３４７ ２６０ １６１ １４６ ０ １２

（０．８） （５．２） （６．７） （６１．９） （５６．２） （０） （４．６）

５１６ １ ２，６７２ １７３ ２，６７２ １９１ １５０ １００ ９４ ０ ６

（０．２） （６．５） （７．１） （６６．７） （６２．７） （０） （４．０）

４９１ ７ ２，４７８ ９６ ２，４７８ １５６ １１０ ６１ ５２ ０ ６

（１．４） （３．９） （６．３） （５５．５） （４７．３） （０） （５．５）

１２，３１０ ８３ １２，８４２ ７７８ １２，８４２ １，１０３ ７０４ ４７８ ４６０ ０ １８

（０．７） （６．１） （８．６） （６７．９） （６５．３） （０） （２．６）

６，３５９ ５４ ６，７４１ ５１３ ６，７４１ ６１０ ４７３ ３３８ ３２５ ０ １３

（０．８） （７．６） （９．０） （７１．５） （６８．７） （０） （２．７）

５，９５１ ２９ ６，１０１ ２６５ ６，１０１ ４９３ ２３１ １４０ １３５ ０ ５

（０．５） （４．３） （８．１） （６０．６） （５８．４） （０） （２．２）

３９７ １６ ４６６ ３７ ４６６ ７８ ２２ １１ １１ ０ ０

（４．０） （７．９） （１６．７） （－） （－） （－） （－）

２５０ １１ ２９５ ２０ ２９５ ４３ １０ ５ ５ ０ ０

（４．４） （６．８） （１４．６） （－） （－） （－） （－）

１４７ ５ １７１ １７ １７１ ３５ １２ ６ ６ ０ ０

（３．４） （９．９） （２０．５） （－） （－） （－） （－）

１０７ ４ １５８ ４ １５８ １９ １１ ５ ４ ０ １

（３．７） （２．５） （１２．０） （－） （－） （－） （－）

３６ ４ ８４ ４ ８４ １１ ９ ５ ４ ０ １

（１１．１） （４．８） （１３．１） （－） （－） （－） （－）

７１ ０ ７４ ０ ７４ ８ ２ ０ ０ ０ ０

（０） （０） （１０．８） （－） （－） （－） （－）
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表４ 一次検診成績（Ｃ方式）

表４‐１ 心電図・心音図・問診・血圧検査成績

表４‐２ 心電図・問診・血圧検査成績

※ 一次検診成績の有所見者には、血圧の有所見者は含まれていない。

※ 一次検診成績の有所見者には、血圧の有所見者は含まれていない。

（ ）内は％

（ ）内は％

区 分 検査
人数

有所見
者 数

有所見内訳 項 目 別 成 績

処置
不要

要経過
観 察

要二次
検 診

血 圧 心電図 心音図 問 診
検査
人数

有所見
者 数

検査
人数

有所見
者 数

検査
人数

有所見
者 数

検査
人数

有所見
者 数

計
９３６ １００ ３８ ７ ５５ ４２９ ２ ９３６ ２７ ９３６ １６ ９３６ ６６

（１０．７） （４．１） （０．７） （５．９） （０．５） （２．９） （１．７） （７．１）

合 計 男
４８９ ６３ ２４ ５ ３４ ２３２ １ ４８９ １７ ４８９ １１ ４８９ ４２

（１２．９） （４．９） （１．０） （７．０） （０．４） （３．５） （２．２） （８．６）

女
４４７ ３７ １４ ２ ２１ １９７ １ ４４７ １０ ４４７ ５ ４４７ ２４

（８．３） （３．１） （０．４） （４．７） （０．５） （２．２） （１．１） （５．４）

計 ５０７ ５４ １８ ３ ３３ ５０７ １６ ５０７ ８ ５０７ ３２
（１０．７） （３．６） （０．６） （６．５） （３．２） （１．６） （６．３）

小 学 校 男 ２５７ ３４ １２ ３ １９ ２５７ ９ ２５７ ６ ２５７ ２１
（１３．２） （４．７） （１．２） （７．４） （３．５） （２．３） （８．２）

女 ２５０ ２０ ６ ０ １４ ２５０ ７ ２５０ ２ ２５０ １１
（８．０） （２．４） （０） （５．６） （２．８） （０．８） （４．４）

計 ３１７ ３３ １４ ４ １５ ３１７ １ ３１７ １０ ３１７ ６ ３１７ ２３
（１０．４） （４．４） （１．３） （４．７） （０．３） （３．２） （１．９） （７．３）

中 学 校 男 １７０ ２１ ８ ２ １１ １７０ ０ １７０ ７ １７０ ４ １７０ １４
（１２．４） （４．７） （１．２） （６．５） （０） （４．１） （２．４） （８．２）

女 １４７ １２ ６ ２ ４ １４７ １ １４７ ３ １４７ ２ １４７ ９
（８．２） （４．１） （１．４） （２．７） （０．７） （２．０） （１．４） （６．１）

計 １１２ １３ ６ ０ ７ １１２ １ １１２ １ １１２ ２ １１２ １１
（１１．６） （５．４） （０） （６．３） （０．９） （０．９） （１．８） （９．８）

高等学校 男 ６２ ８ ４ ０ ４ ６２ １ ６２ １ ６２ １ ６２ ７
（１２．９） （６．５） （０） （６．５） （１．６） （１．６） （１．６） （１１．３）

女 ５０ ５ ２ ０ ３ ５０ ０ ５０ ０ ５０ １ ５０ ４
（１０．０） （４．０） （０） （６．０） （０） （０） （２．０） （８．０）

区 分 検査
人数

有所見
者 数

有所見内訳 項 目 別 成 績

処置
不要

要経過
観 察

要二次
検 診

血 圧 心電図 心音図 問 診
検査
人数

有所見
者 数

検査
人数

有所見
者 数

検査
人数

有所見
者 数

検査
人数

有所見
者 数

計
４７３ ６０ ３５ ６ １９ ４７３ １７ ４７３ ４５

（１２．７） （７．４） （１．３） （４．０） （３．６） （９．５）

合 計 男
４ ０ ０ ０ ０ ４ ０ ４ ０

（－） （－） （－） （－） （－） （－）

女
４６９ ６０ ３５ ６ １９ ４６９ １７ ４６９ ４５

（１２．８） （７．５） （１．３） （４．１） （３．６） （９．６）

計 １６ ２ ０ ０ ２ １６ ２ １６ ０
（－） （－） （－） （－） （－） （－）

小 学 校 男 ０ ０ ０

女 １６ ２ ０ ０ ２ １６ ２ １６ ０
（－） （－） （－） （－） （－） （－）

計 ２６ ３ ２ １ ０ ２６ ０ ２６ ３
（－） （－） （－） （－） （－） （－）

中 学 校 男 ０ ０ ０

女 ２６ ３ ２ １ ０ ２６ ０ ２６ ３
（－） （－） （－） （－） （－） （－）

計 ４０５ ５４ ３３ ５ １６ ４０５ １５ ４０５ ４１
（１３．３） （８．１） （１．２） （４．０） （３．７） （１０．１）

高等学校 男 ０ ０ ０

女 ４０５ ５４ ３３ ５ １６ ４０５ １５ ４０５ ４１
（１３．３） （８．１） （１．２） （４．０） （３．７） （１０．１）

計 ２６ １ ０ ０ １ ２６ ０ ２６ １
（－） （－） （－） （－） （－） （－）

各種学校 男 ４ ０ ０ ０ ０ ４ ０ ４ ０
（－） （－） （－） （－） （－） （－）

女 ２２ １ ０ ０ １ ２２ ０ ２２ １
（－） （－） （－） （－） （－） （－）
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表５ 二次検診成績（Ｂ方式） （ ）内は％

区 分 検査人数 有所見者数
有 所 見 内 訳

処置不要 要経過観察 要三次検診

計
１２１ ４８ ３９ ０ ９

（３９．７） （３２．２） （０） （７．４）

合 計 男
５４ ２７ ２２ ０ ５

（５０．０） （４０．７） （０） （９．３）

女
６７ ２１ １７ ０ ４

（３１．３） （２５．４） （０） （６．０）

計
７９ ３１ ２７ ０ ４

（３９．２） （３４．２） （０） （５．１）

小 学 校 男
３１ １７ １５ ０ ２

（５４．８） （４８．４） （０） （６．５）

女
４８ １４ １２ ０ ２

（２９．２） （２５．０） （０） （４．２）

計
４２ １７ １２ ０ ５

（４０．５） （２８．６） （０） （１１．９）

中 学 校 男
２３ １０ ７ ０ ３

（－） （－） （－） （－）

女
１９ ７ ５ ０ ２

（－） （－） （－） （－）
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心臓検診追跡調査結果

■Ａ方式の検査成績
平成１６年度に二次検診の対象者抽出基準の見直しを行った。その結果、平成１５年度の二次対象者率が全体
の７．９％であったのが平成１７年度より５％前後に減少している。三次検診対象者率は平成１５年度と比べて
ここ数年変わらない（０．２％）ことから、二次検診の対象者を効率よく絞り込むことができたと考える。

【一次検診成績】

【二次検診成績】

【総合成績】

■Ｃ方式の検査成績

※ ｂ：要経過観察 ｃ：要精密検査

■Ｂ方式の検査成績

※ ２：聴診欠席者

（ ）内は総検査人数に対する％

（ ）内は％

（ ）内は総検査人数に対する％

（ ）内は％

区 分 検査人数 有所見者数
有所見者内訳

１ａ １ｂ ２ ３
計 ３９，７４１ ４，９９０（１２．６） １，８０３（４．５） ４６７（１．２） ２，４９７（６．３） ２２３（０．６）

小 学 校 １３，４４９ １，４６７（１０．９） ４６５（３．５） １７３（１．３） ７８７（５．９） ４２（０．３）
中 学 校 １２，６３３ １，７０５（１３．５） ５５９（４．４） １１３（０．９） ９５４（７．６） ７９（０．６）
高 等 学 校 １３，０３５ １，７０３（１３．１） ７３９（５．７） １４３（１．１） ７２２（５．５） ９９（０．８）
特別支援学校等 ４６６ ９２（１９．７） ２９（６．２） ３７（７．９） ２３（４．９） ３（０．６）
短 期 大 学 １５８ ２３（１４．６） １１（７．０） １（０．６） １１（７．０） ０ （０）

区 分 対象者数 検査人数 有所見者数
有所見者内訳 二次診察

未受診者数１ａ １b ３
計 ２，４９７ ２，４８９（６．３） １，５９５（４．０） １，５３３（３．９） ０ （０） ６２（０．２） ８（０．０２）

小 学 校 ７８７ ７８５（５．８） ５１９（３．９） ５０１（３．７） ０ （０） １８（０．１） ２（０．０１）
中 学 校 ９５４ ９５２（７．５） ５６９（４．５） ５４４（４．３） ０ （０） ２５（０．２） ２（０．０２）
高 等 学 校 ７２２ ７１９（５．５） ４９１（３．８） ４７３（３．６） ０ （０） １８（０．１） ３（０．０２）
特別支援学校等 ２３ ２２（４．７） １１（２．４） １１（２．４） ０ （０） ０ （０） １ （０．２）
短 期 大 学 １１ １１（７．０） ５（３．２） ４（２．５） ０ （０） １（０．６） ０ （０）

区 分 検査人数 有所見者数
有所見者内訳

１ａ １ｂ ２ ３
計 ３９，７４１ ４，０９６（１０．３） ３，３３６（８．４） ４６７（１．２） ８（０．０２） ２８５（０．７）

小 学 校 １３，４４９ １，２０１（８．９） ９６６（７．２） １７３（１．３） ２（０．０１） ６０（０．４）
中 学 校 １２，６３３ １，３２２（１０．５） １，１０３（８．７） １１３（０．９） ２（０．０２） １０４（０．８）
高 等 学 校 １３，０３５ １，４７５（１１．３） １，２１２（９．３） １４３（１．１） ３（０．０２） １１７（０．９）
特別支援学校等 ４６６ ８１（１７．４） ４０（８．６） ３７（７．９） １（０．２） ３（０．６）
短 期 大 学 １５８ １７（１０．８） １５（９．５） １（０．６） ０ （０） １（０．６）

区 分 検査人数 有所見者数
有所見者内訳

１ａ １ｂ ２
計 １，４０９ １６０（１１．４） ７３（５．２） １３（０．９） ７４（５．３）

小 学 校 ５２３ ５６（１０．７） １８（３．４） ３（０．６） ３５（６．７）
中 学 校 ３４３ ３６（１０．５） １６（４．７） ５（１．５） １５（４．４）
高 等 学 校 ５１７ ６７（１３．０） ３９（７．５） ５（１．０） ２３（４．４）
各 種 学 校 ２６ １ － ０ － ０ － １ －

区 分 検査人数 有所見者数
有所見者内訳

ｂ ｃ
大 学 １，３５１ １７８（１３．２） １６２（１２．０） １６（１．２）

区 分 検査人数 有所見者数
有所見者内訳

１ａ １ｂ ３ ２
計 １２１ ４８（３９．７） ３９（３２．２） ０（０） ９（７．４） ０（０）

小 学 校 ７９ ３１（３９．２） ２７（３４．２） ０（０） ４（５．１） ０（０）
中 学 校 ４２ １７（４０．５） １２（２８．６） ０（０） ５（１１．９） ０（０）
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■追跡調査結果
判定１ｂ（要経過観察）は主治医への継続受診勧奨、判定３（要三次検診）については専門医療機関への
受診勧奨が行われた。心臓三次検診（継続受診勧奨含む）を実施した専門医療機関から協会に届いた診断
結果は、要管理者４７６名、管理不要者１０７名であった。

� Ａ方式判定３者の学校種別精密検査診断結果

［ ］は軽度・小欠損 〈 〉は術後 合計２５０件

平成２２年３月３１日現在 回収率８８％

区 分

診 断 名

要 管 理
管理不要

Ｄ（中等度の運動も可） Ｅ（強い運動も可）

小 高 小 中 高 支 短 小 中 高 支

ＷＰＷ症候群
１１ ８ １３ １ １

〈１〉 〈１〉

心室性期外収縮 １ ２６ ３２ ３２ ２ ２ １９ １１

心室性期外収縮 ２

第２度房室ブロック

心室性期外収縮
１ １ １

上室性期外収縮

心室性期外収縮
１

僧帽弁閉鎖不全症

第２度房室ブロック ２ ３ １４ ３ ２

第１度房室ブロック １

ＱＴ延長症候群 １ １

心室固有調律 １

上室性期外収縮 ３ ６ ２ １

洞性不整脈
１

接合部調律

完全右脚ブロック １

洞性徐脈 １

心房中隔欠損症 ７ ２ ３

卵円孔開存 １

心室中隔欠損症 １ １

左上大静脈遺残
１

冠静脈洞拡大

僧帽弁閉鎖不全症

僧帽弁逸脱症 １

第２度房室ブロック

僧帽弁逸脱症 １

肺動脈弁狭窄症 １

肺動脈弁閉鎖不全症 ［１］

三尖弁閉鎖不全症 ［１］

マルファン症候群の疑い １

川崎病の既往 １ １

器質的病変なし
４ １ ２ ４ ５

（異常なしを含む）

計 １ ５４ ５８ ７２ ２ １ ５ ３０ ２３

［２］

〈１〉 〈１〉

�

学
校
保
健

心臓検診 39Ⅰ 学校保健



� Ａ方式判定１ｂ者の学校種別精密検査診断結果 平成２２年３月３１日現在 回収率７１％

区 分

診 断 名

要 管 理

管理不要
Ｂ（登校はで
きるが運動は
不可）

Ｃ（軽い運動
は可）

Ｄ（中等度の運動
も可）

Ｅ（強い運動も可）

小 高 支 小 高 支 小 中 高 支 小 中 高 支 短 小 中 高 支
ＷＰＷ症候群 １ ２ ５ １１
ＷＰＷ症候群

１
発作性上室頻拍
ＷＰＷ症候群

１
ＱＴ延長

発作性上室性頻拍 〈１〉 ２
心室性期外収縮 １ ７ １０ １３ ２ ２
心室性期外収縮

１ １
第２度房室ブロック
第２度房室ブロック １ ３
第２度房室ブロック

１
僧帽弁閉鎖不全症

先天性完全房室ブロック
心房中隔欠損症 〈１〉

人工ペースメーカー使用中
洞不全症候群

〈１〉
人工ペースメーカー使用中

ＱＴ延長症候群 ２
ブルガタ症候群 １

カテコラミン感受性心室頻拍

１
心房頻拍
心房細動
心房粗動

上室性期外収縮 １ １ １
洞性徐脈 １
洞性頻脈 １
洞性不整脈 １ １

左脚前枝ブロック １

心房中隔欠損症
２ ３ ４ １
〈４〉〈２〉〈３〉 〈４〉

心房中隔欠損症
〈１〉

心室中隔欠損症
心房中隔欠損症

〈１〉
心室中隔欠損症
完全房室ブロック

人工ペースメーカー使用中
心房中隔欠損症
心室中隔欠損症 〈１〉
動脈管開存症

心房中隔欠損症（術後）
動脈管開存症（術後） ２
大動脈弁閉鎖不全症
心房中隔欠損症

〈１〉
肺動脈弁狭窄症

４ ３ ３ ２
心室中隔欠損症 ［３］［４］［４］［１］

〈５〉〈５〉〈５〉〈１〉 〈２〉
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区 分

診 断 名

要 管 理

管理不要
Ｂ（登校はで
きるが運動は
不可）

Ｃ（軽い運動
は可）

Ｄ（中等度の運動
も可）

Ｅ（強い運動も可）

小 高 支 小 高 支 小 中 高 支 小 中 高 支 短 小 中 高 支
心室中隔欠損症

〈１〉 〈１〉
動脈管開存症

心室中隔欠損症（術後）
１

大動脈弁閉鎖不全症
心室中隔欠損症

〈１〉 〈１〉
肺動脈閉鎖症

心室中隔欠損症（術後）
三尖弁閉鎖不全症 １

心房粗動
房室中隔欠損症 〈２〉 〈３〉〈１〉 〈１〉
房室中隔欠損症

〈１〉
両大血管右室起始症
動脈管開存症 〈１〉 〈１〉〈１〉

動脈管開存症（術後）
１

大動脈弁逆流（軽度）
単心室 〈１〉

総動脈幹症 〈１〉
ファロー四徴症 〈２〉〈２〉〈３〉〈２〉
エプスタイン病

１
ＷＰＷ症候群
エプスタイン病 〈１〉
総肺静脈還流異常 〈２〉〈１〉
総肺静脈還流異常

〈１〉
左肺静脈閉塞

完全大血管転位症 〈１〉 〈１〉〈１〉

修正大血管転位症
１ １

〈１〉
修正大血管転位症

〈１〉
心室中隔欠損症
高度房室ブロック

人工ペースメーカー使用中
両大血管右室起始症

〈１〉〈１〉 〈１〉
大動脈縮窄症

両大血管右室起始症
〈１〉

肺動脈狭窄症
大動脈肺動脈窓 １
大動脈弓離断症 〈１〉 〈１〉
右側大動脈弓

１
血管輪（術後）
高安動脈炎

１
左冠動脈狭窄症（術後）
左冠動脈主幹部狭窄 〈１〉

大動脈弁狭窄症
［１］

〈１〉
大動脈縮窄症 〈１〉 〈１〉
大動脈二尖弁症 １
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［ ］は軽度・小欠損 〈 〉は術後 合計３３３件

区 分

診 断 名

要 管 理

管理不要
Ｂ（登校はで
きるが運動は
不可）

Ｃ（軽い運動
は可）

Ｄ（中等度の運動
も可）

Ｅ（強い運動も可）

小 高 支 小 高 支 小 中 高 支 小 中 高 支 短 小 中 高 支
大動脈二尖弁症

１
大動脈弁狭窄症
僧帽弁閉鎖不全症 １ ２
僧帽弁逸脱症 １
僧帽弁逸脱症

１
僧帽弁閉鎖不全症
三尖弁閉鎖不全症 １ １

１
肺動脈弁狭窄症 ［２］［１］［１］

〈２〉 〈１〉
肺動脈弁閉鎖症 〈１〉
肺動脈狭窄症 １

純型肺動脈閉鎖症 〈２〉
肥大型心筋症 １
心筋炎の既往 １
心臓腫瘍

１ ２
結節性硬化症

筋ジストロフィー １ １
無脾症候群

１
房室中隔欠損症（術後）

無脾症候群
房室中隔欠損症（術後）
両大血管右室起始症（術後） １
肺動脈弁狭窄症（術後）
総肺静脈還流異常（術後）

川崎病の既往 ４１ ４ ４ １４ ５ ５
川崎病の既往

２
（冠動脈瘤あり）
川崎病の既往

２ １
（冠動脈異常あり）
川崎病の既往

１
心室性期外収縮
川崎病の既往

１
ＰＱ短縮
心雑音 ３ ２

器質的病変なし
１ １ ２ １ １ ５

（異常なしを含む）
１ ２ １ ２ １ ３ １ ７３ ３６ ５７ ８ １８ ８ １５

計 ［６］［５］［５］［１］

〈２〉 〈２〉 〈１〉〈３〉〈６〉〈１〉〈４〉〈２０〉〈１８〉〈１７〉〈８〉 〈１〉〈７〉
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■不整脈の学校種別出現頻度
直接三次検診対象となり、その８割以上が要管理となる心室性期外収縮、第２度房室ブロックは、学年が
上がるにつれて出現頻度が上昇傾向にあった。その他の主な不整脈の出現頻度も考慮すると、小学校１年
生から中学校１年生または小学校１年生から４年生間の出現頻度の上昇は大きく、毎年この傾向が続いて
いる。突然死は加齢とともに増加することから、心身ともに成長期にあり運動量も増す小学中間学年で心
臓検診を実施し、不整脈や心電図異常を早期にチェックし、確認することは非常に意味のあることである。

（ ）内は％

学 年 計

所 見

至急連絡

対象所見

心室性

期外収縮

第２度

房室ブロック

ＷＰＷ

症候群

第１度

房室ブロック

上室性

期外収縮
房室解離

計 ３８，４５１ ３（０．０１） １８１（０．４７） ２７（０．０７） ６６（０．１７） ５４（０．１４） １６２（０．４２） ３６（０．０９）

小学１年生 １１，２１５ ０ （０） ２７（０．２４） ０ （０） １０（０．０９） ３（０．０３） ３１（０．２８） １（０．０１）

小学４年生 １，９１７ ０ （０） ７（０．３７） ２（０．１０） ３（０．１６） ２（０．１０） ７（０．３７） ０ （０）

中学１年生 １２，２８５ ２（０．０２） ７１（０．５８） ６（０．０５） １９（０．１５） ２１（０．１７） ５８（０．４７） ５（０．０４）

高校１年生 １３，０３４ １（０．０１） ７６（０．５８） １９（０．１５） ３４（０．２６） ２８（０．２１） ６６（０．５１） ３０（０．２３）
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脊柱側弯検診は１９７８（昭和５３）年の学校保健法改正により全国で実施される
ようになった。当協会は１９８３（昭和５８）年より本格的に実施を開始、１９８６（昭
和６１）年には専用の検診車を整備し今日に至っている。
脊柱側弯症は成長期に進行し、肺や心臓にまで影響を及ぼすことがある。し
かし、原因が不明で真の予防は不可能と言われている。そこで、思春期の児
童・生徒が安心して生活するためにできるだけ早期に発見し、専門医による
予後予測を行い、適切な時期に治療を開始することが重要となっている。

■実施状況
平成２１年度の実施団体は、１９市町村教育委員会、１特
別支援学校であった。検査人数は前年度より２７７人減
の８，６５５人であった（表２，３）。検査の対象となる学
年は、半数の団体が小学５年と中学１年であった（表
１）。

一次検診検査人数は８，２９７人、有所見者数３４３人、有所
見率４．１％であった。男女別に見ると、男子６０人（１．４
％）、女子２８３人（６．９％）と圧倒的に女子の有所見率
が高く、中でも中学生女子８．４％、が最も高かった（表
２）。

前回有所見者および内科検診有所見者においては有所
見率５９．５％であった（表３）。このうち、８７人（２４．３
％）が二次検診の対象となった（表３）。

表２ 一次検診成績

表３ 一次検診成績（前回有所見者および内科検診有所見者）

脊柱側弯検診

■検査方法
モアレトポグラフィー法

■判定区分
１ａ ‥‥ 次年度再検査
１ｂ ‥‥ 観察・治療継続
２ ‥‥ 要二次検査

表１ 検診対象学年

（ ）内は％

（ ）内は％

対 象 学 年 教育委員会数
計 １９

小学校５年生 １
小学校５年生 中学校１年生 １１
小学校５・６年生 中学校１年生 １
小学校５・６年生 中学校１・２年 １
小学校６年生 ２
小学校６年生 中学校２年生 １

中学校１年生 ２
特別支援学校 （学校数）
中学校１・２・３年生・高校１年生 １

区 分 検 査 人 数 有所見者数 有 所 見 内 訳
１ａ １ｂ ２

計 ８，２９７ ３４３（４．１） ２０７（２．５） ３０（０．４） １０６（１．３）
合 計 男 ４，２０４ ６０（１．４） ４５（１．１） ７（０．２） ８（０．２）

女 ４，０９３ ２８３（６．９） １６２（４．０） ２３（０．６） ９８（２．４）
計 ３，８４８ １２４（３．２） １０５（２．７） ２（０．１） １７（０．４）

小 学 校 男 １，９１４ ２３（１．２） ２３（１．２） ０ （０） ０ （０）
女 １，９３４ １０１（５．２） ８２（４．２） ２（０．１） １７（０．９）
計 ４，４３６ ２１４（４．８） １０１（２．３） ２８（０．６） ８５（１．９）

中 学 校 男 ２，２８２ ３４（１．５） ２１（０．９） ７（０．３） ６（０．３）
女 ２，１５４ １８０（８．４） ８０（３．７） ２１（１．０） ７９（３．７）
計 １３ ５ （－） １ （－） ０ （－） ４ （－）

特別支援学校 男 ８ ３ （－） １ （－） ０ （－） ２ （－）
女 ５ ２ （－） ０ （－） ０ （－） ２ （－）

区 分 検 査 人 数 有所見者数 有 所 見 内 訳
１ａ １ｂ ２

計 ３５８ ２１３（５９．５） ４３（１２．０） ８３（２３．２） ８７（２４．３）
合 計 男 ６９ ２６（３７．７） ５ （７．２） １２（１７．４） ９（１３．０）

女 ２８９ １８７（６４．７） ３８（１３．１） ７１（２４．６） ７８（２７．０）
計 ９１ ４５（４９．５） １５（１６．５） １１（１２．１） １９（２０．９）

小 学 校 男 １８ ５ （－） １ （－） ２ （－） ２ （－）
女 ７３ ４０（５４．８） １４（１９．２） ９（１２．３） １７（２３．３）
計 ２６７ １６８（６２．９） ２８（１０．５） ７２（２７．０） ６８（２５．５）

中 学 校 男 ５１ ２１（４１．２） ４ （７．８） １０ １９．６ ７（１３．７）
女 ２１６ １４７（６８．１） ２４（１１．１） ６２（２８．７） ６１（２８．２）
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脊柱側弯検診追跡調査結果

■調査方法
一次検診結果報告時に要精密検査（判定１ｂ・２）と判定された児童・生徒の保護者に対し、教育委員会、
学校を経由して紹介状を渡す（紹介状に管理指導表同封）。受診医療機関の医師が診断確定後、管理指導
表に記載し直接協会宛返送する。

■調査結果
平成２１年度の脊柱側弯検診検査人数８，６５５人のうち有所見者は５５６人（６．４％）であった。このうち要精密
検査の対象となった３０６人について追跡調査を行った。平成２２年７月現在、医療機関からの回収数は２４５人
分で回収率は８０．１％であった。

追跡調査回答の管理区分に示すように手術対象３人、装具治療対象者１３人、経過観察対象者１５２人、次年
度再検査へ回った児童・生徒４３人の計２１１人（８６．１％）に所見が見られた。前年度と比較して、有所見率
は増加し（前年度５．９％）、手術や装具治療を必要とする児童・生徒も増加した。

表は追跡調査対象者の医療機関で測定されたCobb角の内訳を示したものである。Cobb角とはＸ線写真に
写った脊柱の弯曲の強さを示したもので、この数値が高いほど弯曲が進んでいることを示している。一般
に治療対象といわれる２５度以上を示した児童・生徒は２４人（９．８％）で、内訳は男子４人、女子２０人であった。

表 二次検査受診者のCobb角レベル

追跡対象者（１b、２）
３０６人（３．５％）

追跡調査未回収者および
二次検査未受診者
６１人（１９．９％）

※平成２２年７月末現在

図 追跡調査対象者数と管理区分別人数

総検査人数
８，６５５人

有所見者数（１a、１b、２）
５５６人（６．４％）

次年度再検査者（１a）
２５０人（２．９％）

管理区分別人数
Ａ： ３人（１．０％）
Ｂ：１３人（４．２％）
Ｃ：１５２人（４９．７％）
Ｄ：４３人（１４．１％）
Ｅ：３４人（１１．１％）

管理区分Ａ：手術対象
Ｂ：装具治療
Ｃ：経過観察
Ｄ：次年度再検査
Ｅ：基準範囲内

区 分 検査人数 Cobb角度の内訳
１０未満 １０～１４ １５～１９ ２０～２４ ２５以上 不明

計 ２４５ ９７（３９．６） ６３（２５．７） ３７（１５．１） ２０（８．２） ２４（９．８） ４（１．６）
合 計 男 ２７ １３ － ５ － ３ － ２ － ４ － ０ －

女 ２１８ ８４（３８．５） ５８（２６．６） ３４（１５．６） １８（８．３） ２０（９．２） ４（１．８）
計 ４６ ２３（５０．０） ９（１９．６） ５（１０．９） ４（８．７） ４（８．７） １（２．２）

小 学 校 男 ３ ２ － １ － ０ － ０ － ０ － ０ －
女 ４３ ２１（４８．８） ８（１８．６） ５（１１．６） ４（９．３） ４（９．３） １（２．３）
計 １９６ ７２（３６．７） ５４（２７．６） ３１（１５．８） １６（８．２） ２０（１０．２） ３（１．５）

中 学 校 男 ２３ １０ － ４ － ３ － ２ － ４ － ０ －
女 １７３ ６２（３５．８） ５０（２８．９） ２８（１６．２） １４（８．１） １６（９．２） ３（１．７）

特別支援学校
計 ３ ２ － ０ － １ － ０ － ０ － ０ －
男 １ １ － ０ － ０ － ０ － ０ － ０ －
女 ２ １ － ０ － １ － ０ － ０ － ０ －
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成長が著しい学童期においては、体内で鉄の需要が高まることにより鉄不足
になり易く、その結果貧血になることが多い。この貧血は症状が出にくく、
気付かないうちに様々な弊害を引き起こすこととなる。そこで、定期的に貧
血検査を実施し、潜在的な鉄欠乏状態を効率よく早期に発見することが重要
となってくる。当協会では、潜在性鉄欠乏貧血の拾い出しに有効なＭＣＨを
含めた血色素量・血球容積・赤血球数の３項目検査の実施を推進している。
同時に、栄養障害という観点から食育とあわせて健康教育の充実にも力を入
れている。

■実施状況
平成２１年度の実施団体は、３２市町村教育委員会、
８７高等学校、１７特別支援学校、２各種学校、２短・
大学ほか単独実施７中学校であった。検査人数
５７，１５２人、前年度より２，０４８人減であった（表２）。
児童・生徒数減少や対象学年削減の影響と思われ
る。

三項目実施の成績（表４‐１）をみると、要経過
観察の割合は小学校１９．７％、中学校１７．４％、高等
学校１９．１％と中学生が最も低かった。また、要医
療と判定された割合は小学校０．１％、中学校２．６％、
高等学校２．３％であった。例年に比べて今年度は
高等学校の有所見率（２１．４％）が高く、今後の動
きに注目していきたい。

性別でみると、女子の要経過観察割合は１８．４％、
男子は１７．９％と前年度（１２．４％、１０．９％）を上回
る結果となった。要医療の割合は男女とも前年度
とほぼ変わりはなかった。

■判定基準【血色素量・血球容積・赤血球数】

貧血検査

■検査方法
肘静脈より採血
血色素量 ‥‥ 非シアン界面活性剤法
赤血球数
血球容積

�
�
�
�
�

電気抵抗法
白血球数

■判定基準【白血球数】

判定区分と指示事項
白血球数（１０２/μl）
〔WBC〕

基準範囲
�

今回検査した範囲では異常あ
りません。

３５～９４

境界値
�

白血球数が多めです。今後と
も望ましい生活習慣を心がけ
ましょう。

９５～１０４

減少
�

白血球数が減少しています。
精密検査または治療が必要で
すので医療機関を受診してく
ださい。

３４以下

増加
�

白血球数が増加しています。
精密検査または治療が必要で
すので医療機関を受診してく
ださい。

１０５以上

判定区分と指示事項 学 制
血色素量（g/dl）〔Hb〕 血球容積（％）〔Ht〕 赤血球数（１０４/μl）〔RBC〕
男 女 男 女 男 女

基準
範囲
�

今回検査した範囲では異常ありません。
小学生 １２．０～１４．９ １２．０ ３５．０～４４．９ ３５．０ ３８０～５２９ ３８０
中学生

１３．０～１６．９
～ ３７．０～４９．９ ～ ４００～５４９ ～

高校生 １４．９ ４０．０～４９．９ ４４．９ ４２０～５４９ ５２９
境界
低値
�

所見がみられます。食事・運動の生活指
導を受け、３ケ月以内に医療機関を受診
し経過をみていきましょう。

小学生 １１．０～１１．９ １１．０ ３２．０～３４．９ ３２．０ ３５０～３７９ ３５０
中学生

１２．０～１２．９
～ ３５．０～３６．９ ～ ３５０～３９９ ～

高校生 １１．９ ３８．０～３９．９ ３４．９ ３８０～４１９ ３７９
境界
高値
�

わずかに基準範囲をはずれていますが、
日常生活に差し支えありません。今後と
も望ましい生活習慣を心がけましょう。

小学生 １５．０～１５．９ １５．０ ４５．０～４６．９ ４５．０ ５３０～５９９ ５３０
中学生

１７．０～１７．９
～

５０．０～５２．９
～

５５０～５９９
～

高校生 １５．９ ４６．９ ５９９

低値
�

所見がみられます。精密検査または治療
が必要ですので医療機関を受診してくだ
さい。

小学生 １０．９以下 ３１．９以下
３４９以下

中学生
１１．９以下

１０．９以下 ３４．９以下 ３１．９以下 ３４９以下
高校生 ３７．９以下 ３７９以下

高値
�

所見がみられます。食事・運動の生活指
導を受け、３ケ月以内に医療機関を受診
し経過をみていきましょう。

小学生 １６．０以上 ４７．０以上
中学生

１８．０以上
１６．０以上

５３．０以上
４７．０以上 ６００以上 ６００以上

高校生
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■判定基準【MCV・MCH・MCHC】

表１ 項目別実施団体数

※１ 団体によりフェリチン等追加項目あり
※２ 他に学校単独申込み計 ７校あり

表３ 検査対象学年

� 小・中学校（単独申込みの学校含）

� その他

表２ 項目別検査人数

※１ 他にフェリチン等追加項目の団体あり

� 高等学校及び特別支援学校

注 対象学年に希望者含む

対 象 学 年 学校数
高等学校１年生 ８
高等学校１・３年生 ２
高等学校２・３年生 １
高等学校１・２・３年生 ６９
高等学校３年生 ３
その他 ４

特殊教育諸学校 小・中・高等科全学年 ２
〃 小等科４中等科１高等科１年 ２
〃 中・高等科全学年 １
〃 高等科全学年 ２
〃 高等科１年 ２

その他 ８

対 象 学 年 学校数
各種学校全学年 ２
短期大学 全学年 １
大学２・３・４年生 １

区 分
検査
人数

項目別内訳
血色素量
血球容積
赤血球数
MCV
MCH
MCHC

血色素量
血球容積
赤血球数
MCV
MCH
MCHC
白血球数

血色素量
赤血球数
MCH
※１

計 ５７，１５２ ５３，０３２ ５７０ ３，５５０
小 学 校 ５，４８７ ５，１５４ ３３３
中 学 校 １７，３０３ １３，８８５ ２０１ ３，２１７
高 等 学 校 ３２，９７６ ３２，７８５ １９１
短 期 大 学 ２１３ ２１３
各 種 学 校 ５６１ ５６１
特別支援学校 ６１２ ４３４ １７８

対 象 学 年 教育委員会
小学校４年生 中学校１年生 ８
小学校４年生 中学校１・２年生 １
小学校４年生 中学校１・２・３年生 ２
小学校４・５年生 中学校１・２・３年生 １
小学校４・６年生 中学校１・２・３年生 １
小学校５年生 中学校２年生 １
小学校５年生 中学校２年生 ２
小学校５・６年生 中学校１・２・３年生 ４
小学校６年生 中学校１・２年生 １
中学校１年生 ５
中学校１・３年生 １
中学２年生 ２
中学校１・２・３年生 ８
その他 ２

判定区分と指示事項 学 制
平均赤血球容積（fl）

〔MCV〕
平均赤血球血色素量（pg）

〔MCH〕
平均赤血球血色素濃度（g/dl）

〔MCHC〕
基準
範囲
�

今回検査した範囲では異常ありません。
小・中学生 男・女 ８１．０～１００．９ ２７．０～３３．９

高校生
男 ８５．０～１００．９ ２８．０～３３．９ ３１．０～３４．９
女 ８１．０～１００．９ ２７．０～３３．９

境界
低値
�

所見がみられます。食事・運動の生活指
導を受け、３ケ月以内に医療機関を受診
し経過をみていきましょう。

小・中学生 男・女 ７８．０～８０．９ ２６．０～２６．９

高校生
男 ８０．０～８４．９ ２６．０～２７．９ ３０．０～３０．９
女 ７８．０～８０．９ ２６．０～２６．９

境界
高値
�

わずかに基準範囲をはずれていますが、
日常生活に差し支えありません。今後と
も望ましい生活習慣を心がけましょう。

小・中・高
校生

男・女 １０１．０～１０４．９ ３４．０～３５．９ ３５．０～３５．９

低値
�

所見がみられます。食事・運動の生活指
導を受け、３ケ月以内に医療機関を受診
し経過をみていきましょう。

小・中学生 男・女 ７７．９以下

高校生
男 ７９．９以下 ２５．９以下 ２９．９以下
女 ７７．９以下

高値
�

所見はみられますが、特に処置の必要は
ありません。バランスのとれた食生活と
適度な運動を心がけましょう。

小・中・高
校生

男・女 １０５．０以上 ３６．０以上 ３６．０以上

区 分 団体数

項目別内訳
血色素量
血球容積
赤血球数
MCV
MCH
MCHC

血色素量
血球容積
赤血球数
MCV
MCH
MCHC
白血球数

血色素量
赤血球数
MCH
※１

計 １４０ １３２ ６ ２
教育委員会 ３２ ２９※２ １ ２
高 等 学 校 ８７ ８５ ２
短大・各種学校 ４ ４
特別支援学校 １７ １４ ３

�

学
校
保
健
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表４ 項目別検査成績

表４‐１ 血色素量・血球容積・赤血球数・MCV・MCH・MCHC検査

表４‐２ 血色素量・血球容積・赤血球数・MCV・MCH・MCHC・白血球数検査

表４‐３ 血色素量・（血球容積）・赤血球数・MCH（独自判定方式）

区 分

総 合 成 績 男

検査人数
有所見
者 数

有所見内訳

検査人数
有所見
者 数

有所見内訳
血色素量 血球容積 赤血球数 MCV MCH MCHC

要経過
観 察

要医療
要経過
観 察

要医療
（g/dl） （％） （１０４/μl） （fl） （pg） （g/dl）

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

計
５３，０３２ １１，０８８ ９，９４０ １，１４８ ２６，７５９ ５，１０７ ４，７８４ ３２３ １４．６ ４５．１ ５１０ ８８．５ ２８．７ ３２．４

（２０．９）（１８．７） （２．２） （１９．１）（１７．９） （１．２） １．２ ３．２ ３４ ４．１ １．５ ０．９

小 学 校
５，１５４ １，０２２ １，０１６ ６ ２，５８７ ６３６ ６３５ １ １３．４ ４１．０ ４８３ ８５．０ ２７．７ ３２．６

（１９．８）（１９．７） （０．１） （２４．６）（２４．５） （０．０） ０．８ ２．１ ２９ ３．０ １．１ ０．７

中 学 校
１３，８８５ ２，７７８ ２，４１５ ３６３ ６，９８２ １，３９２ １，２５２ １４０ １４．１ ４３．４ ４９９ ８７．０ ２８．３ ３２．５

（２０．０）（１７．４） （２．６） （１９．９）（１７．９） （２．０） １．０ ２．８ ３２ ３．６ １．５ ０．８

高 等 学 校
３２，７８５ ７，０２１ ６，２６９ ７５２ １６，６８２ ２，９８９ ２，８１４ １７５ １５．０ ４６．４ ５１８ ８９．６ ２９．０ ３２．４

（２１．４）（１９．１） （２．３） （１７．９）（１６．９） （１．０） １．０ ２．６ ３１ ３．９ １．５ ０．９

短 期 大 学
２１３ ５１ ４８ ３ ６８ ９ ９ ０ １５．６ ４７．２ ５３０ ８９．３ ２９．５ ３３．１

（２３．９）（２２．５） （１．４） （１３．２）（１３．２） （０） ０．８ ２．１ ２８ ３．２ １．０ ０．７

各 種 学 校
５６１ １１０ ９８ １２ １４９ １２ １０ ２ １５．３ ４６．７ ５１７ ９０．５ ２９．７ ３２．７

（１９．６）（１７．５） （２．１） （８．１） （６．７） （１．３） ０．９ ２．３ ３１ ４．６ １．７ ０．９

特別支援学校
４３４ １０６ ９４ １２ ２９１ ６９ ６４ ５ １４．７ ４４．８ ５０７ ８８．５ ２９．０ ３２．７

（２４．４）（２１．７） （２．８） （２３．７）（２２．０） （１．７） １．２ ３．２ ３７ ４．５ １．７ ０．９

区 分

総 合 成 績 男

検査人数
有所見
者 数

有所見内訳

検査人数
有所見
者 数

有所見内訳
血色素量 血球容積 赤血球数 MCV MCH MCHC

要経過
観 察

要医療
要経過
観 察

要医療
（g/dl） （％） （１０４/μl） （fl） （pg） （g/dl）

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

計
５７０ １３９ １０８ ３１ ２０９ ６１ ５２ ９ １４．２ ４３．８ ４９７ ８８．３ ２８．７ ３２．４

（２４．４）（１８．９） （５．４） （２９．２）（２４．９） （４．３） １．２ ３．６ ４０ ４．５ １．７ ０．９

中 学 校
２０１ ６０ ５７ ３ ８３ ３６ ３５ １ １３．６ ４２．３ ４９７ ８５．２ ２７．４ ３２．２

（２９．９）（２８．４） （１．５） （４３．４）（４２．２） （１．２） ０．９ ２．３ ２９ ２．７ １．２ ０．９

高 等 学 校
１９１ ３７ ２５ １２

（１９．４）（１３．１） （６．３）

特別支援学校
１７８ ４２ ２６ １６ １２６ ２５ １７ ８ １４．６ ４４．８ ４９６ ９０．４ ２９．５ ３２．６

（２３．６）（１４．６） （９．０） （１９．８）（１３．５） （６．３） １．３ ３．９ ４６ ４．３ １．６ ０．８

区 分

総 合 成 績 男

検査人数
有所見
者 数

有所見内訳

検査人数
有所見
者 数

有所見内訳
血色素量 血球容積 赤血球数 MCV MCH MCHC

要経過
観 察

要医療
要経過
観 察

要医療
（g/dl） （％） （１０４/μl） （fl） （pg） （g/dl）

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

小 学 校
３３３ ２４ ２４ １８４ １４ １４ １３．１ ４８１ ２７．３

（７．２） （７．２） （７．６） （７．６） ０．７ ２６ １．０

中 学 校
２９５ １９６ １９６ １４０ ８９ ８９ １４．４ ４４．３ ５０４ ２８．６

（６６．４） （６６．４） （６３．６） （６３．６） １．０ ２．８ ２８ １．３

中 学 校
４４３ ２６ ２６ ２０７ ３ ３ １３．８ ４９８ ２７．８

（５．９） （５．９） （１．４） （１．４） ０．９ ３１ １．４

中 学 校
２，４７９ １６２ １６２ １，２５５ ３８ ３８ １４．０ ４９７ ２８．１

（６．５） （６．５） （３．０） （３．０） １．０ ３０ １．５
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（ ）内は％

（ ）内は％

（ ）内は％

女

備 考
白血球数 血清鉄

検査人数
有所見
者 数

有所見内訳
血色素量 血球容積 赤血球数 MCV MCH MCHC 白血球数 血清鉄

要経過
観 察

要医療
（１０２/μl）（μg/dl） （g/dl） （％） （１０４/μl） （fl） （pg） （g/dl）（１０２/μl）（μg/dl）

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

２６，２７３ ５，６５８ ４，８３３ ８２５ １３．２ ４１．５ ４６６ ８９．３ ２８．４ ３１．８
（２１．５）（１８．４） （３．１） １．０ ２．７ ２９ ４．９ ２．０ １．０

２，５６７ ３８５ ３８０ ５ １３．３ ４１．２ ４７６ ８６．６ ２８．１ ３２．４
（１５．０）（１４．８） （０．２） ０．８ ２．２ ２９ ３．１ １．２ ０．７

６，９０３ １，２４６ １，０２３ ２２３ １３．２ ４１．４ ４６７ ８８．７ ２８．４ ３１．９
（１８．１）（１４．８） （３．２） １．０ ２．７ ２９ ４．７ １．９ ０．９

１６，１０３ ３，８５７ ３，２８０ ５７７ １３．２ ４１．７ ４６４ ８９．９ ２８．４ ３１．６
（２４．０）（２０．４） （３．６） １．１ ２．７ ２９ ５．１ ２．１ １．０

１４５ ４２ ３９ ３ １３．３ ４１．７ ４６９ ８８．９ ２８．５ ３２．０
（２９．０）（２６．９） （２．１） ０．９ ２．２ ２７ ４．５ １．９ １．０

４１２ ９６ ８６ １０ １３．７ ４１．１ ４５５ ９０．４ ２８．９ ３１．９
（２３．３）（２０．９） （２．４） ０．９ ２．５ ２８ ４．６ １．９ ０．９

１４３ ３２ ２５ ７ １３．１ ４０．９ ４６１ ８８．９ ２８．５ ３２．０
（２２．４）（１７．５） （４．９） １．１ ３．０ ３１ ５．１ ２．０ ０．９

女

備 考
白血球数 血清鉄

検査人数
有所見
者 数

有所見内訳
血色素量 血球容積 赤血球数 MCV MCH MCHC 白血球数 血清鉄

要経過
観 察

要医療
（１０２/μl）（μg/dl） （g/dl） （％） （１０４/μl） （fl） （pg） （g/dl）（１０２/μl）（μg/dl）

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

６３ ３６１ ７８ ５６ ２２ １３．２ ４１．４ ４６８ ８８．５ ２８．３ ３１．９ ６６
１６ （２１．６）（１５．５） （６．１） １．１ ２．８ ３２ ４．８ ２．０ ０．９ １６
６１ １１８ ２４ ２２ ２ １３．５ ４２．５ ４８２ ８８．２ ２８．１ ３１．９ ６６
１３ （２０．３）（１８．６） （１．７） ０．７ ２．１ ２８ ３．４ １．３ ０．７ １３

１９１ ３７ ２５ １２ １３．１ ４１．０ ４６５ ８８．１ ２８．２ ３２．０ ６６
（１９．４）（１３．１） （６．３） １．１ ２．９ ２８ ４．８ ２．１ １．０ １５

６４ ５２ １７ ９ ８ １２．９ ４０．６ ４５０ ９０．７ ２８．８ ３１．７ ６７
１８ （３２．７）（１７．３）（１５．４） １．３ ３．４ ４１ ６．５ ２．７ １．１ ２２

女

備 考
白血球数 血清鉄

検査人数
有所見
者 数

有所見内訳
血色素量 血球容積 赤血球数 MCV MCH MCHC 白血球数 血清鉄

要経過
観 察

要医療
（１０２/μl）（μg/dl） （g/dl） （％） （１０４/μl） （fl） （pg） （g/dl）（１０２/μl）（μg/dl）

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

平均値
標準偏差

１４９ １０ １０ １３．１ ４７４ ２７．６
（６．７） （６．７） ０．７ ２５ １．１

９５．０ １５５ １０７ １０７ １３．３ ４１．６ ４６５ ２８．７ ８２．７ 血清鉄１９６人実施
３１．９ （６９．０） （６９．０） ０．９ ２．４ ２９ １．７ ３４．３

９１．１ ２３６ ２３ ２３ １３．３ ４７４ ２８．１ ８３．５ 血清鉄全員実施
３３．９ （９．７） （９．７） １．１ ３３ １．９ ３６．８ フェリチン６４人実施

１，２２４ １２４ １２４ １３．０ ４６３ ２８．２
（１０．１） （１０．１） １．０ ２９ １．８
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生活習慣病予防健診は、「生活習慣病の根本は小児期にある」との考えに基
づき、複数の検査結果から総合的に判断することで生活習慣病の危険因子を
見つけ出し、生活習慣の改善や予防することを目的としている。当協会では、
昭和６３年より小児成人病予防健診を開始し、平成９年より生活習慣病予防健
診に名称を改め実施している。また、平成２１年度より、二次検診廃止や項目
変更などの健診内容の見直しを行い、昨年まで追加検査として実施されてい
た肝機能検査やＬＤＬ－コレステロールが新たに項目として加わった。

■実施状況
平成２１年度の実施団体は、２５市町村教育委員会、１０特
別支援学校、４高等学校および単独実施１中学校で
あった（表１）。検査人数は前年度より８１８人減の１４，０４７
人であった（表３）。項目の変更については表２を参
照いただきたい。

全体の有所見率は２４．８％、中でも高等学校の男子の有
所見率が最も高く、２９．４％であった。要経過観察は１６．４
％、要受診は３．０％であった。

項目別に見ると、新たに加わった肝機能検査ではＡＳ
Ｔ、ＡＬＴともに女性より男性の方が有所見の割合は
高かった。最も高かったのは、ＡＳＴ：小学生男子１０．９
％、ＡＬＴ：高校生男子８．６％であった。また、ＬＤ
Ｌ－コレステロールにおいては、高校生女子２３．０％が
最も高く、どの年代別でも男性より女性の方が高かっ
た（表３）。

表２ 検診項目

△：参考値表示 ＊：データを引用

生活習慣病予防健診

表１ 健診対象学年

＊学校単独申込み１校含む

対 象 学 年 教育委員会

小学校４年生 １

小学校４年生 中学校１年生 １８

小学校５年生 中学校１年生 １

小学校５年生 中学校２年生 １

中学生１年生 ４＊

中学校２年生 １

対 象 者 学校数

高等学校１年生 １

高等学校全学年 ２

その他 １

（特別支援学校）

小等科４年・中等科１年・高等科１年 ３

中等科・高等科全学年 １

その他 ６

項 目 新項目
旧 項 目

一 次 二 次

問診 ● ● －

肥満度 ● ● －

ヘモグロビンA1c ● － ●

総コレステロール ● ● ●

ＨＤＬ－コレステロール ● － ●

ＬＤＬ－コレステロール ● － －

中性脂肪 △ － ●

血糖 － ● ●

動脈硬化 － － ●

ＡＳＴ（ＧＯＴ） ● － －

ＡＬＴ（ＧＰＴ） ● － －

尿糖 － ●＊ ●

血圧 － ●＊ ●
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■総合判定

■項目別判定基準

Ａ１ 今回検査した範囲では異常ありません。
Ａ２ わずかに基準範囲をはずれていますが、日常生活に差し支えありません。今後とも望ましい生活習慣を心がけましょう。
Ｂ１ 所見はみられますが、特に処置の必要はありません。バランスのとれた食生活と適度な運動を心がけましょう。
Ｂ２ 所見がみられます。食事・運動の生活指導を受け、半年以内に医療機関を受診し経過をみていきましょう。
Ｃ 所見がみられます。精密検査または治療が必要ですので医療機関を受診してください。

検 査 項 目 基 準 部 分 判 定 コ メ ン ト

肥 満 度
（％）

－１９．９～１９．９ ａ 異常なし
－２０．０ 以下 ｂ やせ傾向

２０．０～２９．９ ｂ 軽度の肥満があります
３０．０～４９．９ ｃ 肥満があります

５０．０ 以上 ｃ 肥満があります

ヘモグロビンA1c
（％）

４．０～５．４ ａ 異常なし
５．５～６．０ ｂ 境界値です

３．９ 以下 ｂ
６．１ 以上 ｂ 高値です

総コレステロール
（mg/dl）

１２０～１８９ 異常なし
１９０～２１９ 高めです
２２０～２３９
１００～１１９ 低めです
２４０～２７９ 高値です

２８０ 以上 高値です
９９ 以下 低値です

HDLコレステロール
（mg/dl）

４０～９９ ａ 異常なし
３５～３９ ｂ 低めです
１００ 以上 ｂ 高値です
３４ 以下 ｃ 低値です

５０～１０９ ａ 異常なし
１１０～１３９ ｂ 高めです

LDLコレステロール
（mg/dl）

３０～４９ ｂ 低めです
１４０～１５９ ｃ 高値です

１６０ 以上 ｃ 高値です
２９ 以下 ｃ 低値です

空腹時

２０～１５９ ａ 異常なし
１６０～１９９ ｂ 高めです

１９ 以下 ｂ 低めです
中 性 脂 肪

（mg/dl）
２００ 以上 ｃ 高値です

随 時

２０～２２９ ａ 異常なし
２３０～２８９ ｂ 高めです

１９ 以下 ｂ 低めです
２９０ 以上 ｃ 高値です

ＡＳＴ（ＧＯＴ）
（u/l）

３０ 以下 ａ 異常なし
３１～４０ ｂ 高めです
４１～５０ ｂ
５１～６０ ｃ 高値です
６１ 以上 ｃ

ＡＬＴ（ＧＰＴ）
（u/l）

３０ 以下 ａ 異常なし
３１～４０ ｂ 高めです
４１～５０ ｂ
５１～６０ ｃ 高値です
６１ 以上 ｃ

小学校男子女子・中学校女子
１１９／６９ 以下 ａ 異常なし

１２０～１３４／７０～７９ ａ
１３５～１４４／８０～８９ ｂ 高めです
１４５～１５９／９０～９４ ｃ 高値です

血 圧
（mmHg）

１６０／９５ 以上 ｃ
中学校男子・高校男子女子

１１９／６９ 以下 ａ 異常なし
１２０～１３９／７０～８４ ａ
１４０～１４９／８５～９４ ｂ 高めです
１５０～１５９／８５～９４ ｃ 高値です

１６０／９５ 以上 ｃ
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表３ 健診成績

区 分

総 合 成 績

検査人数

有 所 見

者 数

所 見 内 訳

異常なし 処置不要 要経過観察 要受診

B１～C A１ A２ B１ B２ C

計

１４，０４７

３，４９０ ７，９１６ ２，６４１ ７７１ ２，３０２ ４１７

（２４．８） （５６．４） （１８．８） （５．５） （１６．４） （３．０）

合 計 男

６，９４３

１，７７６ ３，９３７ １，２３０ ３７８ １，１４９ ２４９

（２５．６） （５６．７） （１７．７） （５．４） （１６．５） （３．６）

女

７，１０４

１，７１４ ３，９７９ １，４１１ ３９３ １，１５３ １６８

（２４．１） （５６．０） （１９．９） （５．５） （１６．２） （２．４）

計

５，９４２

１，４８６ ３，０９７ １，３５９ ３３９ ９９０ １５７

（２５．０） （５２．１） （２２．９） （５．７） （１６．７） （２．６）

小 学 校 男

２，９２７

７３６ １，５２４ ６６７ １５４ ４９４ ８８

（２５．１） （５２．１） （２２．８） （５．３） （１６．９） （３．０）

女

３，０１５

７５０ １，５７３ ６９２ １８５ ４９６ ６９

（２４．９） （５２．２） （２３．０） （６．１） （１６．５） （２．３）

計

６，７４２

１，５８２ ４，１２４ １，０３６ ３４７ １，０５８ １７７

（２３．５） （６１．２） （１５．４） （５．１） （１５．７） （２．６）

中 学 校 男

３，４１１

８３７ ２，０９４ ４８０ １８１ ５４４ １１２

（２４．５） （６１．４） （１４．１） （５．３） （１５．９） （３．３）

女

３，３３１

７４５ ２，０３０ ５５６ １６６ ５１４ ６５

（２２．４） （６０．９） （１６．７） （５．０） （１５．４） （２．０）

計

１，０８６

２９８ ５７８ ２１０ ５５ １９８ ４５

（２７．４） （５３．２） （１９．３） （５．１） （１８．２） （４．１）

高 等 学 校 男

４０８

１２０ ２２７ ６１ ２５ ７４ ２１

（２９．４） （５５．６） （１５．０） （６．１） （１８．１） （５．１）

女

６７８

１７８ ３５１ １４９ ３０ １２４ ２４

（２６．３） （５１．８） （２２．０） （４．４） （１８．３） （３．５）

計

２７７

１２４ １１７ ３６ ３０ ５６ ３８

（４４．８） （４２．２） （１３．０） （１０．８） （２０．２） （１３．７）

特別支援学校 男

１９７

８３ ９２ ２２ １８ ３７ ２８

（４２．１） （４６．７） （１１．２） （９．１） （１８．８） （１４．２）

女

８０

４１ ２５ １４ １２ １９ １０

（５１．３） （３１．３） （１７．５） （１５．０） （２３．８） （１２．５）
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（ ）内は％

区 分

項 目 別 成 績

肥満度
ヘモグロ

ビンA1c
血糖

総コレス

テロール

HDL

コレステ

ロール

LDL

コレステ

ロール

中性脂肪
AST

（GOT）

ALT

（GPT）
血圧

検査人数 １４，０４７ １４，０３９ ２，２７９ １４，０４５ １４，０４５ １４，０４５ １４，０４５ １４，０４５ １４，０４５ ２，２８０

有所見数 ２，０４７ ４７３ ３ ３，５２３ ４５７ ２，４９０ ３９７ ８３２ ４１２ １８

（１４．６） （３．４） （０．１） （２５．１） （３．３） （１７．７） （２．８） （５．９） （２．９） （０．８）

検査人数 ６，９４３ ６，９３８ １，１２８ ６，９４３ ６，９４３ ６，９４３ ６，９４３ ６，９４３ ６，９４３ １，１２９

有所見数 １，０７１ ２５１ ２ １，５４６ ２３５ １，１０７ ２１８ ６１０ ３０９ ６

（１５．４） （３．６） （０．２） （２２．３） （３．４） （１５．９） （３．１） （８．８） （４．５） （０．５）

検査人数 ７，１０４ ７，１０１ １，１５１ ７，１０２ ７，１０２ ７，１０２ ７，１０２ ７，１０２ ７，１０２ １，１５１

有所見数 ９７６ ２２２ １ １，９７７ ２２２ １，３８３ １７９ ２２２ １０３ １２

（１３．７） （３．１） （０．１） （２７．８） （３．１） （１９．５） （２．５） （３．１） （１．５） （１．０）

検査人数 ５，９４２ ５，９３６ １，１７７ ５，９４１ ５，９４１ ５，９４１ ５，９４１ ５，９４１ ５，９４１ １，１７８

有所見数 ８５４ １８７ ３ １，７８３ １８７ １，２１０ １９５ ４５８ １６０ １０

（１４．４） （３．２） （０．３） （３０．０） （３．１） （２０．４） （３．３） （７．７） （２．７） （０．８）

検査人数 ２，９２７ ２，９２３ ５５５ ２，９２７ ２，９２７ ２，９２７ ２，９２７ ２，９２７ ２，９２７ ５５６

有所見数 ４４０ ９７ ２ ８２１ ９０ ５４３ ９５ ３１９ １１２ ３

（１５．０） （３．３） （０．４） （２８．０） （３．１） （１８．６） （３．２） （１０．９） （３．８） （０．５）

検査人数 ３，０１５ ３，０１３ ６２２ ３，０１４ ３，０１４ ３，０１４ ３，０１４ ３，０１４ ３，０１４ ６２２

有所見数 ４１４ ９０ １ ９６２ ９７ ６６７ １００ １３９ ４８ ７

（１３．７） （３．０） （０．２） （３１．９） （３．２） （２２．１） （３．３） （４．６） （１．６） （１．１）

検査人数 ６，７４２ ６，７４０ １，１０２ ６，７４１ ６，７４１ ６，７４１ ６，７４１ ６，７４１ ６，７４１ １，１０２

有所見数 ９７３ ２２２ ０ １，３４７ ２０１ ９９２ １７０ ３００ １６４ ８

（１４．４） （３．３） （０） （２０．０） （３．０） （１４．７） （２．５） （４．５） （２．４） （０．７）

検査人数 ３，４１１ ３，４１０ ５７３ ３，４１１ ３，４１１ ３，４１１ ３，４１１ ３，４１１ ３，４１１ ５７３

有所見数 ５２０ １３３ ０ ５９６ １０８ ４５２ １０６ ２３４ １２９ ３

（１５．２） （３．９） （０） （１７．５） （３．２） （１３．３） （３．１） （６．９） （３．８） （０．５）

検査人数 ３，３３１ ３，３３０ ５２９ ３，３３０ ３，３３０ ３，３３０ ３，３３０ ３，３３０ ３，３３０ ５２９

有所見数 ４５３ ８９ ０ ７５１ ９３ ５４０ ６４ ６６ ３５ ５

（１３．６） （２．７） （０） （２２．６） （２．８） （１６．２） （１．９） （２．０） （１．１） （０．９）

検査人数 １，０８６ １，０８６ １，０８６ １，０８６ １，０８６ １，０８６ １，０８６ １，０８６

有所見数 １３５ ４８ ３１９ ４８ ２２９ ２６ ５２ ４９

（１２．４） （４．４） （２９．４） （４．４） （２１．１） （２．４） （４．８） （４．５）

検査人数 ４０８ ４０８ ４０８ ４０８ ４０８ ４０８ ４０８ ４０８

有所見数 ６０ １２ ７９ ２１ ７３ １２ ３９ ３５

（１４．７） （２．９） （１９．４） （５．１） （１７．９） （２．９） （９．６） （８．６）

検査人数 ６７８ ６７８ ６７８ ６７８ ６７８ ６７８ ６７８ ６７８

有所見数 ７５ ３６ ２４０ ２７ １５６ １４ １３ １４

（１１．１） （５．３） （３５．４） （４．０） （２３．０） （２．１） （１．９） （２．１）

検査人数 ２７７ ２７７ ２７７ ２７７ ２７７ ２７７ ２７７ ２７７

有所見数 ８５ １６ ７４ ２１ ５９ ６ ２２ ３９

（３０．７） （５．８） （２６．７） （７．６） （２１．３） （２．２） （７．９） （１４．１）

検査人数 １９７ １９７ １９７ １９７ １９７ １９７ １９７ １９７

有所見数 ５１ ９ ５０ １６ ３９ ５ １８ ３３

（２５．９） （４．６） （２５．４） （８．１） （１９．８） （２．５） （９．１） （１６．８）

検査人数 ８０ ８０ ８０ ８０ ８０ ８０ ８０ ８０

有所見数 ３４ ７ ２４ ５ ２０ １ ４ ６

（４２．５） （８．８） （３０．０） （６．３） （２５．０） （１．３） （５．０） （７．５）
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脂質検査は糖尿病検査と並び生活習慣病予防健診に関わりの深い検査である。
平成２１年度より、生活習慣病予防健診の項目に脂質検査を追加し、より総合
的かつ効果的な健診を実施している。また、中性脂肪の値を参考値として表
示している。生活習慣病予防健診を実施していない団体の中には、貧血検査
の追加項目として実施している。ここでは、貧血検査の追加項目として実施
した団体の結果のみ掲載している。

■実施状況
平成２１年度の実施団体は、１団体のみであった。
検査人数は前年度より２，５５６人減の７７３人であった
（表１）。

有所見率は、全体で２２．１％であった。性別では男
子１９．８％、女子２４．４％と女子の方が高率であった。
なかでも小学生女子が最も高く２８．９％、次に小学
生男子が２２．７％であった。項目別では、総コレス
テロールの有所見率が全体で２０．３％と高く、特に
小学生において２３．０％と高かった。HDL－コレ
ステロールの有所見率は、３．８％であった（表２）。

表２ 検査成績

脂質検査

表１ 項目別検査人数

（ ）内は％

区 分 受診者数
有所見

者 数

項 目 別 検 査 成 績

総コレステロール HDLコレステロール

正常域 境界域 高 値 低 値 正常域 境界域 高 値 低 値

計
７７３ １７１ ６１６ １４７ ９ １ ７４４ ５ ２３ １

（２２．１） （７９．７） （１９．０） （１．２） （０．１） （９６．２） （０．６） （３．０） （０．１）

合 計 男
３８８ ７７ ３１８ ６６ ３ １ ３７４ ２ １２ ０

（１９．８） （８２．０） （１７．０） （０．８） （０．３） （９６．４） （０．５） （３．１） （０）

女
３８５ ９４ ２９８ ８１ ６ ０ ３７０ ３ １１ １

（２４．４） （７７．４） （２１．０） （１．６） （０） （９６．１） （０．８） （２．９） （０．３）

計
３３０ ８４ ２５４ ７２ ４ ０ ３１４ １ １４ １

（２５．５） （７７．０） （２１．８） （１．２） （０） （９５．２） （０．３） （４．２） （０．３）

小学校 男
１８１ ４１ １４４ ３６ １ ０ １７４ ０ ７ ０

（２２．７） （７９．６） （１９．９） （０．６） （０） （９６．１） （０） （３．９） （０）

女
１４９ ４３ １１０ ３６ ３ ０ １４０ １ ７ １

（２８．９） （７３．８） （２４．２） （２．０） （０） （９４．０） （０．７） （４．７） （０．７）

計
４４３ ８７ ３６２ ７５ ５ １ ４３０ ４ ９ ０

（１９．６） （８１．７） （１６．９） （１．１） （０．２） （９７．１） （０．９） （２．０） （０）

中学校 男
２０７ ３６ １７４ ３０ ２ １ ２００ ２ ５ ０

（１７．４） （８４．１） （１４．５） （１．０） （０．５） （９６．６） （１．０） （２．４） （０）

女
２３６ ５１ １８８ ４５ ３ ０ ２３０ ２ ４ ０

（２１．６） （７９．７） （１９．１） （１．３） （０） （９７．５） （０．８） （１．７） （０）

区 分

実 施 項 目

総コレス
テロール

HDL－コレ
ステロール

計 ７７３ ７７３

小学校 ３３０ ３３０

中学校 ４４３ ４４３
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学校保健分野において、各種学校・短期大学・大学を対象として実施された
定期健康診断や各種健診（前項のいずれにも該当しない検査・検診）につい
て、検査項目別にまとめたものをここに掲載した。検査項目については各団
体により異なり、実施項目全てを総合的に判定している。

表 検診成績

学生健診

（ ）内は％

区 分
総合

判定
視力 聴力

胸部

Ｘ線
血圧

血色

素量

赤血

球数

血球

容積
MCV MCH MCHC

白血

球数

検査人数 ６，８６６ ３，１２１ ９９１ ６，２１０ ４，５４９ ２，４５６ ２，４５６ ２，２８７ ２，２８７ ２，４０２ ２，２８７ ４９３

計 有所見者数 １，６１３ ９ ７０ ８５６ ２２９ ２９６ １８９ １７１ ３６２ １４０ ２９

（２３．５） （０．９） （１．１）（１８．８） （９．３）（１２．１） （８．３） （７．５）（１５．１） （６．１） （５．９）

検査人数 ３，８１４ １，７０７ ６３２ ３，４３６ ２，５３２ １，１４０ １，１４０ １，０８９ １，０８９ １，１０９ １，０８９ １７４

男 有所見者数 ８６６ ９ ２７ ６９５ ５４ １５８ １０６ ４５ ７６ １３ ６

（２２．７） （１．４） （０．８）（２７．４） （４．７）（１３．９） （９．７） （４．１） （６．９） （１．２） （３．４）

検査人数 ３，０５２ １，４１４ ３５９ ２，７７４ ２，０１７ １，３１６ １，３１６ １，１９８ １，１９８ １，２９３ １，１９８ ３１９

女 有所見者数 ７４７ ０ ４３ １６１ １７５ １３８ ８３ １２６ ２８６ １２７ ２３

（２４．５） （０） （１．６） （８．０）（１３．３）（１０．５） （６．９）（１０．５）（２２．１）（１０．６） （７．２）

区 分
血小

板数
尿蛋白 尿潜血

クレア

チニン
尿糖 血糖 HbA1c

尿ウロビリ

ノーゲン
AST ALT γ‐GTP

総ビリ

ルビン

検査人数 １９５ ５，２２８ ４，３０３ １４４ ５，２２８ ５１ ２４１ ７１４ ４３４ １，０４８ ８０９ ５１

計 有所見者数 ７ １７１ １３６ １ ２２ ３ １２ ５ ４６ １５８ ４２ ３

（３．６） （３．３） （３．２） （０．７） （０．４） （５．９） （５．０） （０．７）（１０．６）（１５．１） （５．２） （５．９）

検査人数 ２３ ３，０５３ ２，３００ ２３ ３，０５３ ７９ ４３２ １７５ ６４１ ４８９

男 有所見者数 ０ ９８ ３０ ０ １５ ２ ５ ４１ １４４ ３９

（－） （３．２） （１．３） （－） （０．５） （２．５） （１．２）（２３．４）（２２．５） （８．０）

検査人数 １７２ ２，１７５ ２，００３ １２１ ２，１７５ ５１ １６２ ２８２ ２５９ ４０７ ３２０ ５１

女 有所見者数 ７ ７３ １０６ １ ７ ３ １０ ０ ５ １４ ３ ３

（４．１） （３．４） （５．３） （０．８） （０．３） （５．９） （６．２） （０） （１．９） （３．４） （０．９） （５．９）

区 分 総蛋白
アルブ

ミン

HBs

抗原

HBs

抗体
HCV

総コレス

テロール

HDLコレス

テロール

LDLコレス

テロール

中性

脂肪
心電図 BMI 診察

検査人数 １９５ ５１ ２６５ ２１４ １０５ ２８６ ２３５ １４２ ２８６ １，３５４ ４，２９６ １，３４１

計 有所見者数 １２ １ ０ 保有７２ ０ ４３ １５ ４１ ３２ １７８ １，１８４ ２５

（６．２） （２．０） （０）（３３．６） （０）（１５．０） （６．４）（２８．９）（１１．２）（１３．１）（２７．６） （１．９）

検査人数 ２３ ３９ ３９ ９ ７３ ７３ ５０ ７３ ８１０ ２，３３０ ７９１

男 有所見者数 ３ ０ 保有１３ ０ １３ ４ １８ １４ １３４ ７１２ １４

（－） （０）（３３．３） （－）（１７．８） （５．５）（３６．０）（１９．２）（１６．５）（３０．６） （１．８）

検査人数 １７２ ５１ ２２６ １７５ ９６ ２１３ １６２ ９２ ２１３ ５４４ １，９６６ ５５０

女 有所見者数 ９ １ ０ 保有５９ ０ ３０ １１ ２３ １８ ４４ ４７２ １１

（５．２） （２．０） （０）（３３．７） （０）（１４．１） （６．８）（２５．０） （８．５） （８．１）（２４．０） （２．０）
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■方法
胸部Ｘ線間接撮影（１００㎜×１００㎜）
一部直接撮影

表 検査成績

他に撮影のみ実施 ３７１件

■判定基準
「生活習慣病予防健診」の判定基準（P５１）参照

表 検査成績

※貧血検査時の血圧測定（高等学校のみ）

表 検査成績

胸部検診

血圧測定

その他各種検査

■判定基準

ａ ‥‥
�
�
�
特記所見なし
軽度所見（処置不要所見）

ｂ ‥‥ 要経過観察
ｃ ‥‥ 要精密検査

※当協会の読影委員会基準による

（ ）内は％

（ ）内は％

区 分
計 男 女

検査人数 有所見者数 検査人数 有所見者数 検査人数 有所見者数

計 １７，７６３ １７９（１．０） ８，４１０ ６４（０．８） ９，３５３ １１５（１．２）

高 等 学 校 １３，５８６ １１６（０．９） ６，９４３ ３２（０．５） ６，６４３ ８４（１．３）

各 種 学 校 １，４５０ １１（０．８） ４４８ ３（０．７） １，００２ ８（０．８）

短 ・ 大 学 ２，３７８ ２２（０．９） ７８９ ８（１．０） １，５８９ １４（０．９）

特別支援学校 ３４９ ３０（８．６） ２３０ ２１（９．１） １１９ ９（７．６）

検査項目 学校数 受診者数

BCG・ツベルクリン反応 ８ ４６４

風疹抗体価検査 ２ １３３

麻疹抗体価検査 ３ ２４８

腸内細菌検査 ７ ６０２

骨粗鬆症予防検診 ３０ ２，６４６

区 分
計 男 女

検査人数 有所見者数 検査人数 有所見者数 検査人数 有所見者数

高 等 学 校 ４９５ ３２（６．５） ３５９ ３０（８．４） １３６ ２（１．５）
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